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完
走
め
ざ
せ 

内
陸
路
１
０
０
キ
ロ

　
３
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
第
18
回
１
０
０
キ

ロ

チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
が
９
月
28
日
、角
館
・
鷹
巣
間
を
コ
ー
ス

に
行
わ
れ
、１
０
０
キ

ロ
・
50
キ

ロ

の
両
部
門
に
１
４
７
６
人
が
参
加
、秋
の
内
陸
路
を
力
走
し
ま
し
た
。沿
道
で
は

２
千
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
大
会
を
支
え
、
ま
た
地
域
住
民
が
精
一
杯
の
応
援
で

ゴ
ー
ル
を
目
指
す
ラ
ン
ナ
ー
を
激
励
し
、大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。（
６
・
７
頁
に
関
連
記
事
）

３
年
ぶ
り
復
活
100
キ

ロ

チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

午前５時、角館交流センターをスタートしたランナー�
（100㌔の部）�



■
文
化
庁
発
表
　「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
が
暫
定
リ
ス
ト
入
り

直
径
30
ｍ
を
超
え
る
４
つ
の
ス
ト
ー

ン
サ
ー
ク
ル
が
大
き
な
特
徴�

大
湯
環
状
列
石
と
２
遺
跡
で
目
指

し
た
申
請
で
は
継
続
審
査�

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
大
き
く
前
進

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
大
き
く
前
進�

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
大
き
く
前
進

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
大
き
く
前
進�

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
大
き
く
前
進�

　
文
化
庁
の
発
表
は
、平
成
19
年
度
に
地
方
公
共
団
体

か
ら
提
出
さ
れ
た
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表（
暫
定
リ
ス

ト
）追
加
資
産
に
係
る
提
案
に
つ
い
て
、世
界
文
化
遺

産
特
別
委
員
会
に
よ
る
調
査
・
審
議
結
果
が
ま
と
ま
り
、

９
月
26
日
の
文
化
審
議
会
に
報
告
、了
承
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
た
も
の
で
す
。�

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
秋
田
内
陸
線
小
ヶ
田
駅
付
近
の

台
地
に
位
置
す
る
縄
文
時
代
後
期
前
半（
今
か
ら
約
４

千
年
前
）の
遺
跡
。平
成
７
年
、大
館
能
代
空
港
の
ア
ク

セ
ス
道
路
建
設
に
先
立
つ
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
、直

径
30
ｍ
を
超
え
る
４
つ
の
環
状
列
石
や
配
石
遺
構
、掘�

立
柱
建
物
跡
、土
坑
墓
、捨
て
場
な
ど
、多
く
の
マ
ツ
リ
・

祈
り
の
施
設
が
見
つ
か
り
、大
規
模
な
祭
祀
場
の
跡
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。遺
存
状
態
が
よ
く

学
術
的
価
値
が
高
い
こ
と
か
ら
、平
成
13
年
１
月
、国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。�

　
暫
定
リ
ス
ト
は
、世
界
遺
産
登
録
に
先
立
ち
各
国
が

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
提
出
す
る
一
覧
表
。

こ
の
リ
ス
ト
を
も
と
に
、同
セ
ン
タ
ー
で
登
録
推
薦
が

判
定
さ
れ
、世
界
遺
産
条
約
締
結
国
の
う
ち
21
カ
国
の

委
員
国
か
ら
な
る
世
界
遺
産
委
員
会
で
最
終
審
議
さ

れ
、登
録
が
決
ま
り
ま
す
。日
本
で
は
、「
法
隆
寺
地
域

の
仏
教
建
造
物
」（
文
化
遺
産
）、「
白
神
山
地
」（
自
然
遺

産
）な
ど
こ
れ
ま
で
14
件
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、

ま
た「
平
泉
の
文
化
遺
産
」(

岩
手
県) 

な
ど
９
件
が
暫

定
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。�

����

　
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い
て
は
、秋
田
県
が
平
成
18
年

11
月
、伊
勢
堂
岱
遺
跡
と
大
湯
環
状
列
石
を「
ス
ト
ー

ン
サ
ー
ク
ル
」と
し
て
暫
定
リ
ス
ト
候
補
入
り
を
目
指

し
文
化
庁
に
申
請
し
ま
し
た
が
、継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。�

　
秋
田
県
教
育
委
員
会
で
は
、継
続
審
査
と
な
っ
た
理

由
の
一
つ
に
、「
広
域
に
所
在
す
る
同
種
・
同
時
代
の
資�

　
文
化
庁
は
９
月
26
日
、世
界
文
化
遺
産
登
録
へ
の
ス
テ
ッ
プ

と
な
る
暫
定
リ
ス
ト
に
北
秋
田
市
の
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
含
む

「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」（
秋
田
県
な
ど
４
道
県
）、

「
金
と
銀
の
島
、佐
渡
」（
新
潟
県
）な
ど
５
件
を
追
加
す
る
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。国
内
暫
定
リ
ス
ト
へ
の
追
加
が
決
ま
っ
た

こ
と
に
よ
り
、伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
大

き
く
前
進
し
ま
し
た
。

伊
勢
堂
岱
遺
跡�

▲内陸線小ケ田駅そばの台地上に立地する遺跡。直径

30ｍを超える４つの環状列石を有し、多くの土杭墓、

配石遺構などが確認されていることなどから、大規模

な祭祀場の跡ではないかと考えられています�

伊勢堂岱遺跡�

　広報きたあきた　20．10．16  ２�

４
道
県
が
「
北
海
道
・
北
東
北
の

縄
文
遺
跡
群
」
と
し
て
再
申
請�

「
本
登
録
を
目
指
し
取
り
組
み
を

進
め
た
い
」

◇
岸
部
市
長�

伊勢堂岱遺跡が世界遺産暫定リスト入り�

産
と
の
比
較
・
統
合
の
検
討
」と
い
う
課
題
が
あ
っ
た

こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、同
じ
縄
文
時
代
の
遺
跡
を
資
産

と
し
て
提
案
書
を
提
出
し
た
青
森
県
を
は
じ
め
岩
手
、

北
海
道
の
４
道
県
と
と
も
に
協
議
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。�

����

　
同
年
６
月
、青
森
、岩
手
、秋
田
の
北
東
北
３
県
と
北

海
道
は
、縄
文
遺
跡
群
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
会
議�

を
開
き
、世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
文
化
庁
に
提
案

す
る
遺
跡
群
の
仮
称
を「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺

跡
群
」と
名
付
け
て
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。�

　
８
月
に
は
北
海
道
旭
川
市
で
開
催
さ
れ
た「
第
11
回

北
海
道
・
北
東
北
知
事
サ
ミ
ッ
ト
」に
お
い
て
、「
北
海

道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」を
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス

ト
登
載
に
向
け
た
共
同
提
案
を
行
う
こ
と
が
正
式
合

意
さ
れ
、同
年
12
月
、寺
田
秋
田
県
知
事
ほ
か
４
道
県

の
知
事
が
文
化
庁
に
同
遺
跡
群
の
提
案
書
を
提
出
し

て
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
結
果
、同
遺
跡
群
が「
日
本
の
歴
史
の
う
ち
、約

１
万
年
も
の
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
し
た
先
史
文
化

を
表
し
、自
然
と
人
間
と
の
共
生
を
示
す
考
古
学
的
遺

跡
と
し
て
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
持
つ
可
能
性
が
高

い
」と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。�

 

た
だ
し
、文
化
庁
か
ら
は
、「
落
葉
広
葉
樹
林
帯
が
広

く
展
開
す
る
東
日
本
ま
で
範
囲
を
拡
大
し
た
上
で
、縄

文
文
化
を
代
表
す
る
よ
う
な
遺
跡
を
追
加
す
る
な
ど

再
検
討
し
、適
切
な
名
称
を
設
定
し
た
上
で
暫
定
一
覧

表
に
記
載
す
る
よ
う
」課
題
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、北
秋
田
市
教
育
委
員
会
で
は
県
教
委
な
ど
と
も
協

議
の
上
、確
実
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
よ
う
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。�

����

　
岸
部
市
長
は
、リ
ス
ト
追
加
の
発
表
を
受
け「
採
択

は
ひ
と
え
に
市
民
の
遺
跡
に
対
す
る
愛
着
と
、保
存
に

対
す
る
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
と
も
に
喜
び
合
い
た

い
。今
後
、国
、県
な
ら
び
に
関
係
の
各
市
町
と
連
携
し

な
が
ら
、世
界
遺
産
の
本
登
録
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
」、と
述
べ
ま
し
た
。�

　
平
成
19
年
度
に
地
方
公
共
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た

32
件
の
提
案（
新
規
13
件
・
再
提
案
19
件
）の
う
ち
、暫

定
一
覧
表
に
記
載
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
た

案
件
は
次
の
５
件
で
す
。�

■
暫
定
一
覧
表
追
加
案
件�

▽「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」�

▽「
金
と
銀
の
島
、佐
渡
」（
新
潟
県
）�

▽「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」（
福
岡
県
・
佐

賀
県
・
長
崎
県
・
熊
本
県
・
鹿
児
島
県
・
山
口
県
）�

▽「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」（
福
岡
県
）�

▽「
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」（
大
阪
府
） �

　「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」は
秋
田
県
・
北

海
道
・
青
森
県
・
岩
手
県
及
び
12
市
町
の
共
同
提
案
。構

成
資
産
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

▼
秋
田
県�

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡（
北
秋
田
市
）　
大
湯
環
状
列
石（
鹿

角
市
） �

▼
青
森
県�

　
三
内
丸
山
遺
跡（
青
森
市
）　
小
牧
野
遺
跡（
同
）　

是
川
石
器
時
代
遺
跡（
八
戸
市
）　
長
七
谷
地
貝
塚（
同
）

亀
ケ
岡
石
器
時
代
遺
跡（
つ
が
る
市
）　
田
小
屋
野
貝

塚（
同
）　
二
ツ
森
貝
塚（
七
戸
町
）　
大
平
山
元
Ⅰ
遺

跡（
外
ケ
浜
町)�

▼
岩
手
県�

　
御
所
野
遺
跡（
一
戸
町
） 

　�

▼
北
海
道�

　
北
黄
金
貝
塚（
伊
達
市
）　
入
江
・
高
砂
貝
塚（
洞
爺

湖
町
）　
鷲
ノ
木
遺
跡（
森
町
）　
大
船
遺
跡（
函
館
市
）�

�

▲鹿角市大湯にある縄文時代後期の遺跡。遺跡の中心には直径

４５ｍ以上の万座・野中堂の２つの環状列石があります�

い
せ
ど
う
た
い�

さ
ん
な
い
ま
る
や
ま�

お
お
ゆ�

も
　
ず�

ふ
る
い
ち�

む
な
か
た�

お
き
の
し
ま�

こ
ま
き
の�

ふ
た
つ
も
り�

お
お
だ
い
や
ま
も
と�

ご
し
ょ
の�

き
た
こ
が
ね�

い
り
え�

た
か
さ
ご�

わ
し
の
き�

お
お
ふ
ね�

か
め
が
お
か�

た

ご

や

の

�

こ
れ
か
わ�

ち
ょ
う
し
ち
や
ち�

�

大湯環状列石�
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秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会
が
発
足�

内
陸
線
再
生
支
援
協
議
会
だ
よ
り�

（
問
）
同
協
議
会
〈
阿
仁
支
所
内
〉
a

82-

２
１
１
１�

　
存
続
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
秋
田
内
陸
線
。こ
の
９
月
に
は
寺
田
県
知

事
と
岸
部
市
長
、石
黒
仙
北
市
長
が
協
議
を
行
い
存
続
さ
せ
る
こ
と
で
合

意
し
ま
し
た
。存
続
確
定
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
が
、今
後
も

利
用
促
進
と
赤
字
解
消
に
向
け
、会
社
を
は
じ
め
地
域
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。市
民
の
皆
様
に
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め
、４
月
か
ら
こ
れ
ま
で
の
同
鉄
道
に
関
わ
る
動
き
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

�

■
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議

会
が
発
足�

　
９
月
９
日
、知
事
と
北
秋
田
市
長
、仙

北
市
長
に
よ
る
協
議
で
内
陸
線
を
残
す

方
向
で
調
整
す
る
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、北
秋
田
市
と
仙
北
市
は
地
域

住
民
生
活
に
不
可
欠
な
鉄
道
や
バ
ス
を

は
じ
め
と
す
る
公
共
交
通
の
活
性
化
と

再
生
を
図
る
た
め「
秋
田
内
陸
地
域
公
共

交
通
連
携
協
議
会
」を
設
立
し
、第
１
回

会
議
を
仙
北
市
の
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
ク
リ
オ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。�

　
会
議
で
は
国
の
支
援
制
度
を
活
用
し
て
、

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。同
協
議
会

は
北
秋
田
市
、仙
北
市
、秋
田
内
陸
縦
貫

鉄
道
株
式
会
社
ほ
か
関
係
機
関
・
団
体
で

組
織
し
た
も
の
で
、会
長
に
岸
部
北
秋
田

市
長
、副
会
長
に
石
黒
仙
北
市
長
、監
事

に
は
藤
本
北
秋
田
市
観
光
協
会
長
、小
林

仙
北
市
商
工
会
副
会
長
を
選
出
し
ま
し
た
。�

　�■
協
議
会
の
役
割�

　
協
議
会
は
平
成
19
年
10
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
、「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
設

置
さ
れ
た
法
定
協
議
会
で
す
。こ
の
法
律

は
地
域
住
民
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生

こ
れ
に
よ
り
84
名
の
市
職
員
が
内
陸
線

を
利
用
し
て
お
り
、年
間
換
算
で
は
延
べ

６
万
人
の
利
用
に
な
り
ま
す
。こ
れ
に
仙

北
市
職
員
の
利
用
を
加
え
る
と
約
７
万

３
千
人
に
な
り
ま
す
。７
月
末
現
在
に
お

け
る
秋
田
内
陸
線
の
乗
車
実
績
は
、対
前

年
同
月
比
で
は
約
９
千
人
増（
昨
年
度
１

年
限
り
の
内
陸
線
回
遊
パ
ス
の
実
績
を

除
い
た
も
の
と
比
較
で
は
約
１
万
４
０

０
０
人
増
）に
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

■
市
議
会
も
要
望
書
提
出�

　
市
議
会
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
存
続
特

別
委
員
会
は
６
月
18
日
中
間
報
告
し
、「
内

陸
線
を
な
く
す
こ
と
は
秋
田
の
元
気
を

失
う
こ
と
に
つ

な
が
る
」
な
ど

と
し
た
存
続
に

関
す
る
決
議
を

全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

同
月
20
日
、
秋

田
県
知
事
と
議

会
議
長
に
要
望

書
を
手
渡
し
ま
し
た
。ま
た
８
月
20
日
知

事
と
議
員
と
の
意
見
交
換
会
が
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
地
域
住
民
に
よ
る
乗
車
回
数
券
購
入

運
動
は
、合
川
地
区
自
治
会
１
６
７
万
４

千
円
、阿
仁
地
区
自
治
会
２
３
６
万
４
千

の
ほ
か
、最
寄
駅
か
ら
離
れ
て
い
る
な
ど

こ
れ
ま
で
利
用
の
機
会
が
少
な
か
っ
た

住
民
の
利
用
も
目
に
見
え
て
増
え
て
車

内
に
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。特
に

土
曜
・
日
曜
な
ど
は
一
般
車
両
以
外
に
貸

し
切
り
列
車
に
よ
る
利
用
が
増
え
ま
し
た
。�

�

■
職
員
の
利
用
進
む
〜
北
秋
田
・
仙
北
両
市�

　
岸
部
市
長
は
５
月
22
日
、「
地
元
が
乗

ら
な
け
れ
ば
必
要
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

内
陸
線
は
必
要
不
可
欠
」な
ど
と
述
べ
、

市
職
員
に
定
期
通
勤
の
協
力
要
請
を
行

い
ま
し
た
。６
月
１
日
か
ら
は
新
た
に
70

人
の
職
員
が
定
期
通
勤
を
始
め
ま
し
た
。�

■
「
内
陸
線
ト
ー
ク
」
で
危
機
感�

　
新
年
度
早
々
の
４
月
25
日
、知
事
と
地

域
住
民
に
よ
る「
秋
田
内
陸
線
ト
ー
ク
」

が
鷹
巣
、阿
仁
、角
館
の
３
会
場
と
内
陸

線
車
内
で
行
わ
れ
、延
べ
２
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。知
事
は
、「
県
も
市
も
財
政

負
担
の
限
界
に
あ
る
と
し
て
、赤
字
は
解

消
で
き
な
い
と
し
て
も
、地
域
が
乗
車
促

進
に
取
り
組
み
安
定
し
た
基
礎
数
値
を

確
保
す
べ
き
だ
。そ
れ
が
判
断
材
料
に
な

る
」と
述
べ
、取
り
組
み
の
強
化
を
求
め

ま
し
た
。�

　
こ
の
ト
ー
ク
以
降
、存
続
に
対
す
る
危

機
感
を
強
く
持
っ
た
地
域
住
民
や
団
体

な
い
り
っ
く
ん
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秋田内陸線再生支援協議会だより�

　全線開業２０周年を記念して、連続３日間、

全列車乗り放題の企画乗車券が発売されまし

た。有効期間中に限り全線自由に何回でも乗

り降りでき、急行列車も利用できます。

▽発売期間／Ｈ20．９．26～Ｈ21．３．29

▽利用期間／Ｈ20．10．１～Ｈ21．３．31

▽有効期間／使用開始日から連続した３日間

▽運　　賃／大人１人5,000円（小児2，500円）

▽発売箇所／内陸線鷹巣駅・合川駅・米内沢

駅・阿仁前田駅・阿仁合駅・角館駅・本庄商

店（上檜木内）・中央商会（松葉）・西木温泉クリ

オン（西明寺）

〔郵送申込方法（郵送で購入される場合）〕

　現金書留のみ受付します（1枚5,000円）。返

信用封筒（簡易書留で返信します）に住所、氏

名を明記の上、送料分の切手を貼り付けて同

封してください。スリーディーきっぷのサイ

ズは、縦７㎝×横15㎝（定形封筒可）で送料は

430円（簡易書留350円、切手代80円）です。

▽お申し込み先

　〒018-3321　北秋田市松葉町３－２

　　秋田内陸線　鷹巣駅 

　　a0186－63－0643

●「道の駅あに」で企画切符が購入できます

　比立内駅の無人駅化に伴い企画切符の購入

ができませんでしたが、利用者の皆さんから

多くの購入要望をいただき、企画切符を「道の

駅あに」で発売開始しました。

▽発売箇所　道の駅あに

▽発売開始日　10月６日

▽取り扱いするきっぷの種類

　ホリデーフリーきっぷ（Ａ・Ｂ・全線）

　スリーディーきっぷ／ギフト回数券

■お問い合わせ先

　秋田内陸縦貫鉄道株式会社

　a0186－82－3231

　　 0186－82－3793

「スリーディーきっぷ」�
発　売　開　始�

活
の
確
保
、観
光
そ
の
他
の
地
域
間
交
流

の
促
進
並
び
に
交
通
に
係
る
環
境
へ
の

負
荷
の
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら
地
域
公

共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
た
め
の

地
域
に
お
け
る
主
体
的
な
取
り
組
み
及

び
創
意
工
夫
を
総
合
的
、一
体
的
か
つ
効

率
的
に
推
進
し
、個
性
豊
か
で
活
力
に
満

ち
た
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。�

　
２
市
は
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、当
該

市
の
区
域
内
に
つ
い
て
、公
共
交
通
事
業

者
等
そ
の
他
の
関
係
者
と
協
力
し
、相
互

に
密
接
な
連
携
を
図
り
つ
つ
主
体
的
に「
地

域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

��

▼
４
月
25
日
、知
事
と
の
秋
田
内
陸
線

ト
ー
ク
が
行
わ
れ
た
秋
田
内
陸
線
車

内
の
出
来
事
。
当
日
は
北
秋
田
市
と

仙
北
市
の
地
区
会
場
と
車
内
で
合
計

５
回
の
ト
ー
ク
が
予
定
さ
れ
て
い
た

▼
鷹
巣
会
場
、車
内
、阿
仁
会
場
を
終

え
て
、仙
北
市
へ
向
か
う
貸
し
切
り
の

お
座
敷
列
車
で
は
知
事
と
仙
北
市
民

や
関
係
団
体
と
の
対
話
が
行
わ
れ
て

い
た
。列
車
は
咲
き
急
ぐ
山
桜
を
車
窓

に
眺
め
な
が
ら
上
桧
木
内
駅
に
到
着

し
た
▼
ホ
ー
ム
に
は
大
勢
の
乗
客
が

待
っ
て
い
た
。よ
く
見
る
と
普
段
着
姿

の
ご
老
人
方
が
多
い
。そ
し
て
５
メ
ー

ト
ル
は
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
横
断
幕

を
掲
げ
て
い
る
。存
続
に
よ
せ
る
地
域

の
熱
い
思
い
が
書
か
れ
て
い
る
。存
続

を
知
事
に
訴
え
る
地
域
住
民
が
準
備
し
、

知
事
の
乗
っ
た
列
車
を
待
っ
て
い
た

の
だ
▼
そ
の
後
も
各
駅
で
同
様
の
光

景
が
続
く
、そ
れ
に
気
づ
い
た
寺
田
知

事
は
貸
し
切
り
列
車
を
連
結
し
て
い

る
一
般
車
両
の
乗
降
ド
ア
に
靴
下
の

ま
ま
で
駆
け
出
し
て
き
た
。貸
し
切
り

列
車
は
目
的
地
以
外
で
は
ド
ア
が
開

か
な
い
。わ
ず
か
な
停
車
時
間
に
沿
線

住
民
の
思
い
に
応
え
る
た
め
だ
。何
の

躊
躇
も
な
く
▼
靴
を
履
い
て
い
て
は

間
に
合
わ
な
い
。人
と
刹
那
を
大
切
に

す
る
知
事
の
行
動
な
の
だ
ろ
う
。（
三
）

「
靴
下
姿
の
知
事
」�

ミ
ニ
コ
ラ
ム�

▲地域一丸となった乗車促進への取り組みが求められている内陸線

西鷹巣～小ケ田間で

ち
ゅ
う
ち
ょ

せ
つ
な
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鉄
人
ラ
ン
ナ

鉄
人
ラ
ン
ナ
ー

秋
の
内
陸
路
を
激
走
！

秋
の
内
陸
路
を
激
走
！�

鉄
人
ラ
ン
ナ

鉄
人
ラ
ン
ナ
ー

秋
の
内
陸
路
を
激
走
！

秋
の
内
陸
路
を
激
走
！�

鉄
人
ラ
ン
ナ
ー

秋
の
内
陸
路
を
激
走
！�

３
年
ぶ
り
復
活
！
第
18
回
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン�

伊
達
政
宗
？
い
え
い
え
ラ
ン
ナ
ー
で
す

▲地域住民総出で応援（合川地区道城）

▲野球少年たちに励まされながら北上（仙北市西木）

女
子
１
０
０
キ
ロ
は

　
中
山
光
子
さ
ん
（
東
京
都
）
が
制
覇

▲
▲

雨
の
中
を
走
る

鉄
人
ラ
ン
ナ
ー

感
動

の
ゴ
ール
！

感
動

の
ゴ
ール
！

北
緯
４
０
°秋
田

内
陸リ
ゾー
トカップ１００キロチャ

レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

▲男子１００キロの部優勝の野呂康一さん（北秋田市）

　
北
緯
40
秋
田
内
陸
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ
第
18
回

１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
９

月
28
日
、仙
北
市
角
館
・
北
秋
田
市
鷹
巣
間
を
コ

ー
ス
に
行
わ
れ
、１
０
０
㌔
、50
㌔
両
部
門
で
全

国
か
ら
参
加
し
た
鉄
人
ラ
ン
ナ
ー
が
秋
の
内
陸

路
を
力
走
し
ま
し
た
。�

　
同
大
会
は
１
９
８
９
年
、秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道

（
秋
田
内
陸
線
、延
長
92
・
２
㌔
）の
全
線
開
通
を

記
念
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
、コ
ー
ス
は
仙
北
市

角
館
か
ら
北
秋
田
市
鷹
巣
ま
で
の
１
０
０
㌔
。２

０
０
５
年
の
第
17
回
大
会
ま
で
連
続
し
て
開
催

さ
れ
、こ
れ
ま
で
の
参
加
者
は
２
万
人
を
越
え
て

い
ま
す
。�

　
平
成
19
年
に
は
秋
田
わ
か
杉
国
体
が
開
か
れ

た
こ
と
か
ら
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ス
ポ
ン
サ
ー
確

保
な
ど
が
困
難
と
な
り
前
年
と
合
わ
せ
２
年
間

中
止
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、多
く
の
再
開
要

望
を
受
け
て
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。�

　
今
大
会
に
は
、１
０
０
㌔
の
部（
角
館
〜
鷹
巣
）

に
１
１
９
８
人（
男
子
１
０
１
８
人
、女
子
１
８

０
人
）、50
㌔
の
部（
阿
仁
比
立
内
〜
鷹
巣
）に
２

７
８
人（
男
子
２
０
３
人
、女
子
75
人
）の
計
１
４

７
６
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。�

　
１
０
０
㌔
の
部
は
午
前
５
時
に
仙
北
市
の
角

。�
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▲５０㌔の部は阿仁比立内を午前１１時にスタート

▲沿道で多くの市民が選手を応援（阿仁比立内）

▲秋田美人がおもてなし（森吉除雪センター前エードステーション）
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１００キロの部�

順位� 氏　名�

順位� 氏　名�

順位� 氏　名�

５０キロの部（続き）�

５０キロの部�

■■■北秋田市の完走者成績一覧■■■�

（完走６９５人）�

（完走１９８人）�

１２�

２６�

２９�

３０�

３１�

３７�

３９�

４２�

５４�

６１�

�
↓�

↓�

広報編集時点で全体のタイムが確定していなかったため順

位のみ（男女総合）掲載しています（色文字が女性）�

館
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
前
を
、50
㌔
の
部
は
午
前

11
時
に
阿
仁
比
立
内
を
ス
タ
ー
ト
、ラ
ン
ナ
ー
た

ち
は
沿
道
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
声
援
を
受
け
な

が
ら
コ
ー
ス
を
北
上
、北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

前
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
激
走
し
ま
し
た
。�

　
男
子
１
０
０
㌔
の
部
で
は
、北
秋
田
市
の
野
呂

康
一
さ
ん（
34
）＝
脇
神
字
石
ノ
巻
岱
＝
が
７
時

間
９
分
20
秒
と
、歴
代
４
位
の
記
録
で
優
勝
し
ま

し
た
。市
民
の
１
０
０
㌔
の
部
制
覇
は
初
。�

　
今
年
の
大
会
は
、６
月
に
県
立
北
欧
の
杜
公
園

で
第
59
回
全
国
植
樹
祭
が
開
か
れ
た
こ
と
か
ら
、

全
国
植
樹
祭
記
念
大
会
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、実
行
委
員
会
で
は
10
月
11
日
、18
回
の
開
催

を
記
念
し
、北
欧
の
杜
公
園
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

の
沿
道
に
18
本
の
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
樹
し

ま
し
た
。�

野 呂 康 一 �

斉 藤 義 之 �

渡 部 健 一 郎 �

松 橋 真 幸 �

櫻 田 光 弘 �

大 川 洋 一 �

三 沢 晃 一 �

森 川 鐵 雄 �

木 村 　 等 �

藤 田 伸 一 �

畠 山 文 男 �

安 井 康 弘 �

北 林 丈 正 �

梅 田 正 弘 �

仙 北 谷 彰 �

成 田 孝 治 �

小 塚 儀 彦 �

三 澤 恭 子 �

長 岐 孝 生 �

金 沢 聡 志 �

柴 森 信 作 �

山 田 直 昭 �

齊 藤 建 一�

畠 山 暑 志�

小 出 真 一�

木 村 浩 悦�

柴 田 富 雄 �

斉藤雄一郎�

蒲       芳�

中 嶋 裕 和 �

高 橋 直 之�

堀内美香子�

佐 藤 康 博�

佐 藤 礼 介�

堀 内 幸 大�

畠 山 辰 義�

堀 内 清 美�

齋 藤 廣 美�

加 藤 昌 平�

澤 藤 　 東 �

松 橋 史 尚�

田 中 勇 美�

石 上 裕 貴�

高橋冨美雄�

冨 谷 和 史�

工 藤 　 隆 �

澤 藤 　 晃 �

成 田 悦 子 �

三 沢 茂 孝 �

上 杉 政 壽�

鈴 木 雅 隆�

藤 田 　 平 �

吉田登美治�

畠 山 博 樹�

戸 沢 元 継�

松 尾 英 樹�

鈴 木 博 喜�

浪 岡 幸 紀�

宮 腰 　 敦 �

成 田 昌 克�

藤 島 正 志�

成 田 　 正 �

小 林 繁 郎�

中嶋百利子�

山 崎 　 功 �

成 田 　 弘 �

五代儀正人�

原 田 久 雄�

簾 内 富 雄�

吉 田 敏 明�

�
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第
８
回
縄
文
ま
つ
り

　
国
指
定
史
跡「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」な
ど
市

の
縄
文
遺
跡
と
文
化
を
Ｐ
Ｒ
す
る
秋
恒
例

の
イ
ベ
ン
ト「
第
８
回
縄
文
ま
つ
り
」が
10

月
４
日
、秋
田
内
陸
線
小
ヶ
田
駅
そ
ば
の

伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、子

ど
も
た
ち
や
考
古
学
フ
ァ
ン
ら
が
遺
跡
見

学
や
勾
玉
づ
く
り
な
ど
で
縄
文
づ
く
し
の

１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。�

　
同
遺
跡
が
国
の
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ

た
平
成
13
年
、伊
勢
堂
岱
遺
跡
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、ま
た
子
供
た
ち
に
も
体

験
学
習
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
始
ま
っ
た

も
の
で
、今
年
は
同
遺
跡
が「
北
海
道
・
北

東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」（
秋
田
県
な
ど
４
道

県
）と
し
て
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
入
り

し
た
こ
と
か
ら
関
心
も
高
く
、内
陸
線
な

ど
を
利
用
し
、例
年
よ
り
多
く
の
市
民
が

訪
れ
ま
し
た
。�

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、「
伊
勢
堂
遺
跡

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」の
佐
藤
喜
美
男

会
長
が
、「
今
朝
方
の
雨
に
よ
り
、こ
の
縄

文
の
聖
な
る
地
も
さ
ら
に
清
々
し
く
な
っ

た
気
が
す
る
。縄
文
人
も
歓
迎
し
て
く
れ

た
よ
う
で
、私
た
ち
も
縄
文
時
代
に
帰
っ

て
や
さ
し
い
気
持
ち
で
ま
つ
り
の
一
日
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。�

　
会
場
で
は
、遺
跡
見
学
会
の
ほ
か
、土
偶

や
当
時
の
装
飾
品
だ
っ
た「
勾
玉
」づ
く
り
、

弓
矢
の
的
当
て
、火
お
こ
し
体
験
、縄
文
ク

イ
ズ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
、縄
文
文
化
を

Ｐ
Ｒ
。土
偶
づ
く
り
で
は
、子
ど
も
た
ち
や

親
子
が
同
遺
跡
出
土
の
土
偶
や
、恐
竜
な

ど
を
思
い
思
い
に
形
作
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
う
ち
、火
お
こ
し
体
験
は
、「
舞
い

ぎ
り
式
火
お
こ
し
」と
い
う
道
具
を
使
っ

て
火
を
お
こ
す
コ
ー
ナ
ー
。道
具
を
回
転

さ
せ
、心
棒
と
床
に
置
い
た
板
と
の
摩
擦

熱
で
発
火
さ
せ
ま
す
が
、子
ど
も
た
ち
は
、

な
か
な
か
コ
ツ
が
つ
か
め
ず
、回
し
続
け

て
も
出
る
の
は
焦
げ
臭
い
に
お
い
ば
か
り
。

ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
火
が
つ
く
現
代
生
活
の

便
利
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
た
様
子

で
し
た
。�

▲伊勢堂岱遺跡の世界遺産暫定リスト入りを
ＰＲした「第８回縄文まつり」

伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ

伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ�

伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ

伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ�

伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ�

�

　
下
杉
の
県
立
営
農
大
学
校
跡
地
に
こ
の

ほ
ど
日
中
友
好
青
年
交
流
記
念
碑
が
建
立

さ
れ
、10
月
２
日
、関
係
者
や
、か
つ
て
大

学
校
で
学
ん
だ
中
国
人
研
修
生
Ｏ
Ｂ
ら
で

除
幕
式
を
行
う
と
と
も
に
、竣
工
祝
賀
会

で
記
念
碑
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。�

　
記
念
碑
は
、合
川
日
中
友
好
交
流
協
会

（
成
田
道
胤
会
長
）、鷹
巣
日
中
友
好
後
援

会（
中
嶋
修
三
会
長
）、元
大
野
台
経
営
伝

習
農
場
同
窓
会（
清
水
修
智
会
長
）な
ど
が

発
起
人
と
な
り
、日
中
間
の
友
好
の
絆
を

さ
ら
に
深
め
大
学
校
の
歴
史
を
後
世
に
伝

え
よ
う
と
の
目
的
で
建
立
し
た
も
の
で
す
。�

 

台
座
は
６
ｍ
×
４
ｍ
、中
国
・
山
西
省
産

の
黒
御
影
石
で
で
き
た
石
碑
は
幅
４
ｍ
、

高
さ
75�
cm
で
、碑
の
前
面
に
は
第
１
期
の

留
学
生
・
張
成
波
さ
ん
が
揮
毫
し
た「
日
中

友
好
青
年
交
流
之
碑
」の
文
字
、裏
面
に
は

大
学
校
の
沿
革
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、大
学
校
歌
と
伝
習
農
場
歌
が
記
さ

れ
た
２
基
の
石
碑
が
両
脇
に
設
置
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
碑
の
裏
面
に
は
１
０
０
人
の

留
学
生
と
、短
期
留
学
生
41
人
の
氏
名
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 �

　
除
幕
式
に
は
、卒
業
生
、教
職
員
、友
好

協
会
の
会
員
ほ
か
こ
の
日
の
た
め
に
北
秋

田
市
を
訪
れ
た
中
国
人
研
修
生
ら
約
80
人

が
出
席
。研
修
生
は
、留
学
生
同
窓
会
長
で

第
３
期
生
の
胡
凱
さ
ん
、第
１
期
生
の
張

成
波
さ
ん
、杜
惠
儂
さ
ん
な
ど
11
人
。テ
ー

プ
カ
ッ
ト
の
後
、岸
部
市
長
、成
田
会
長
、

胡
凱
さ
ん
ら
８
人
で
除
幕
を
行
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
後
、北
欧
の
杜
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、参
加
者
が
竣

工
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。�

　
来
賓
祝
辞
で
は
胡
凱
さ
ん
が
、「
日
中
の

信
頼
と
友
好
の
絆
を
永
遠
に
留
め
る
こ
と

が
で
き
る
記
念
碑
の
建
立
は
ま
さ
に
私
達

中
国
人
留
学
生
の
思
い
を
代
弁
す
る
も
の
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
に
改
め
て
深

く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、こ
の
日
を
新
た

な
出
発
点
と
し
て
、さ
ら
な
る
日
中
友
好

を
深
め
た
い
」と
誓
っ
て
い
ま
し
た
。�

▲北秋田市と中国の友好の絆のシンボルとなる
記念碑を除幕

�

「日中友好青年交流之碑」完成除幕／第８回縄文まつり�

大
野
台
の
地
に「
日
中
友
好
青
年
交
流
之
碑
」が
完
成
、除
幕

「
北
秋
田
と
中
国
の
絆
」
シ
ン
ボ
ル
完
成
を
祝
う

「
北
秋
田
と
中
国
の
絆
」
シ
ン
ボ
ル
完
成
を
祝
う�

「
北
秋
田
と
中
国
の
絆
」
シ
ン
ボ
ル
完
成
を
祝
う

「
北
秋
田
と
中
国
の
絆
」
シ
ン
ボ
ル
完
成
を
祝
う�

「
北
秋
田
と
中
国
の
絆
」
シ
ン
ボ
ル
完
成
を
祝
う�

と 

け
い
の
う�

こ 

が
い�

み
ち
た
ね�

ち
ょ
う 

せ
い
は�

き
ご
う�

ま
が
た
ま�
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まちづくりシンポジウム／市長日誌�

◇
９
月
16
日
〜
30
日

市
長
日
誌

18
日（
木
）▽
平
成
20
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会

議
‥
一
般
質
問（
市
議
事
堂
）�

19
日（
金
）▽
平
成
20
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会

議
‥
一
般
質
問（
市
議
事
堂
）�

21
日（
日
）▽
秋
の
全
国
交
通
安
全
合
同
出
発
式（
市
役
所
駐

車
場
）▽
第
３
回
北
秋
田
市
軽
ト
ラ
市
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
出
席（
駅
前
商
店
街
）▽
竜

森
小
学
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
式
典
お
よ
び
祝
賀

会
に
出
席（
竜
森
小
学
校
）�

23
日（
火
）▽
北
秋
田
市
広
域
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

竣
工
神
事
・
式
典
・
祝
賀
会
に
出
席（
大
野
台
地
内
・
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
あ
い
か
わ
）�

24
日（
水
）▽
元
合
川
町
議
故
金
田
悦
財
門
さ
ん
お
よ
び
元

阿
仁
町
議
故
梅
村
長
之
助
さ
ん
の
叙
位
伝
達
式
に
出

席（
市
役
所
）▽
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
実
証
プ
ラ
ン
ト
事

業
に
関
す
る
会
議（
市
役
所
分
庁
舎
）�

26
日（
金
）▽
平
成
20
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会

議
最
終
日（
市
議
事
堂
）�

27
日（
土
）▽
北
緯
40
秋
田
内
陸
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ
１
０
０

キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
０
８
年
大
会
前
夜

祭
に
出
席（
仙
北
市
交
流
セ

ン
タ
ー
）�

28
日（
日
）▽
北
緯
40
秋
田
内
陸
リ

ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ
１
０
０
キ

ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

２
０
０
８
年
大
会
後
夜
祭

に
出
席（
北
秋
田
市
交
流
セ

ン
タ
ー
）�

▲100キロマラソン前夜祭で（9/27）

。。

　
中
心
商
店
街
の
活
性
化
策
を
探
る「
ま

ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
０
８
」が

10
月
３
日
、北
秋
田
市
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
、 

市
民
ら
約
１
０
０
人
が
専
門
家
に

よ
る
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
に
つ
い
て
探
り
ま

し
た
。�

　
主
催
は
た
か
の
す
銀
座
通
り
商
店
会
活

性
化
部
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
で
作
る
ま
ち

づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会（
木

村
信
智
会
長
）。少
子
高
齢
化
や
大
型
店
の

進
出
、予
定
さ
れ
て
い
る
北
秋
中
央
病
院

の
移
転
な
ど
で
商
店
街
の
空
洞
化
に
危
機

感
を
持
っ
た
メ
ン
バ
ー
ら
が
、先
進
事
例

な
ど
を
も
と
に
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
よ
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。�

　
講
師
は
、長
崎
県
佐
世
保
市
で
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
を
実
践
さ
れ
た
き
た
竹
本
慶

三
氏
と
、日
本
政
策
投
資
銀
行
地
域
振
興

部
参
事
役
の
藻
谷
浩
介
氏
。�

　
最
初
に
講
演
し
た
竹
本
氏
は
、佐
世
保

市
で
賑
わ
い
を
創
出
す
る
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
を
リ
ー
ド
し
活
性
化
に
つ
な
げ
て
き
た

仕
掛
け
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
商

店
街
の
役
割
は
何
か
。ま
ず
経
済
的
な
役

割
、人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
生
む
社
会
的
な
役
割
、そ
し
て
交
流
か

ら
生
ま
れ
る
文
化
的
な
役
割
が
あ
る
」な

ど
と
力
説
。総
延
長
１
キ
ロ
と
日
本
一
長

い
ア
ー
ケ
ー
ド
で
一
帯
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る『
き
ら
き
ら

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を

始
め
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。�

　
北
秋
田
市
同
様
に
郊
外
に
大
型
Ｓ
Ｃ
が

進
出
、危
機
感
を
感
ず
る
中
で
、イ
ベ
ン
ト

に
よ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
佐

世
保
の
事
例
に
聴
衆
も
感
心
し
な
が
ら
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
一
方
、藻
谷
氏
は
商
業
統
計
調
査
な
ど

綿
密
な
統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
持
論
を

展
開
。地
方
の
都
市
に
も
大
型
店
が
次
々

と
進
出
す
る
状
況
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て

い
ま
し
た
。�

▲中心商店街の活性化策などを探った「まちづ
くりシンポジウム２００８」

「
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
０
８
」

中
心
商
店
街
の
活
性
化
策
を
探
る

中
心
商
店
街
の
活
性
化
策
を
探
る�

中
心
商
店
街
の
活
性
化
策
を
探
る

中
心
商
店
街
の
活
性
化
策
を
探
る�

中
心
商
店
街
の
活
性
化
策
を
探
る�

食生活改善普及月間
～良い生活習慣は気持ちいい～�

　国民一人ひとりの食生活改善に対する自覚を高め、
日常生活での実践の促すことを目的に、毎年10月を食
生活改善普及月間としてこの運動を展開しています。�

都市緑化月間
～ひろげよう　育てよう　みどりの都市～�

　都市緑化推進のための諸活動を行い、地域住民の
緑化意識の高揚を図り、もって都市の緑化及び都市
公園等の整備の推進を図ります。�



　広報きたあきた　20．10．16  10

黄
金
色
の
清
流
米
を
収
穫

〜
消
費
者
と
児
童
が
稲
刈
り
体
験

　
阿
仁
伏
影
地
区
の
田
ん
ぼ
で
10
月
５
日
、「
マ
タ
ギ

の
里
清
流
米
」の
稲
刈
り
が
行
わ
れ
、首
都
圏
消
費
者
、

阿
仁
地
区
児
童
ら
が
収
穫
の
喜
び
を
体
験
し
ま
し
た
。�

　
稲
刈
り
体
験
は
、阿
仁
の
素
晴
ら
し
い
自
然
で
培
っ

た
清
流
米
の
消
費
者
と
生
産
者
の
交
流
活
動
と
し
て

行
わ
れ
て
お
り
、こ
の
日
は
、６
月
に
田
植
を
行
っ
た

阿
仁
合
・
大
阿
仁
小
５
年
生
も
参
加
し
ま
し
た
。�

　
鎌
を
使
っ
た
手
刈
り
に
、最
初
は
ぎ
こ
ち
な
い
手

付
き
で
し
た
が
次
第
に
要
領
を
つ
か
み
、刈
り
取
る

人
と
束
ね
る
人
の
連
係
で
、黄
金
色
の
稲
は
あ
っ
と

い
う
間
に
刈
り
取
ら
れ
ま
し
た
。刈
り
取
っ
た
稲
は
、

乾
燥
さ
せ
る
た
め「
束
立
て
」を
行
い
ま
し
た
。�

　
秋
晴
れ
の
な
か
、参
加
者
は
豊
か
な
自
然
を
肌
で

感
じ
秋
の
実
り
と
収
穫
の
喜
び
を
実
感
し
ま
し
た
。�

▲「束立て」のしかたを教えてもらうなど、
交流を深めながら作業しました

〜
金
田
名
英
門
さ
ん
が
手
作
り
こ
け
し
を
寄
贈

　
手
作
り
の
こ
け
し
を
製
作
し
て
い
る
金
田
名
英
門

さ
ん（
89
歳
・
西
根
田
）が
こ
の
ほ
ど
、大
野
台
老
人
福

祉
総
合
エ
リ
ア「
ひ
ま
わ
り
の
家
」に
自
作
の
こ
け
し

26
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。�

　
数
年
前
に
同
施
設
で
こ
け
し
の
展
示
会
を
開
催
し

た
の
が
き
っ
か
け
で
、金
田
さ
ん
が
、施
設
の
利
用
客

な
ど
た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
と
、更
に
こ

け
し
の
製
作
を
重
ね
今
回
の
寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。�

　
金
田
さ
ん
は
、こ
れ
ま
で
５
０
０
本
を
超
え
る
こ
け

し
を
制
作
。「
初
め
て
こ
け
し
を
作
っ
た
時
に
描
い
た

の
は
、弘
前
城
と
桜
だ
っ
た
。趣
味
で
作
っ
て
い
る
こ

け
し
だ
か
ら
、ほ
し
い
人
に
差
し
上
げ
て
い
る
。貰
っ

た
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
ら
い
い
。こ
け
し
作
り
は
趣

味
で
あ
り
、生
き
が
い
だ
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

色
鮮
や
か
な
こ
け
し
が
並
ぶ

▲ひまわりの家のホールに飾られた、金田
名英門さんの手作りこけし

内
陸
線
で
一
味
違
っ
た
芸
術
の
秋

　
内
陸
線
の
乗
車
を
取
り
入
れ
た
米
内
沢
高
校（
佐
々

木
潤
子
校
長
）の
芸
術
鑑
賞
が
９
月
29
日
、仙
北
市
の

た
ざ
わ
こ
芸
術
村
で
行
わ
れ
、生
徒
や
教
職
員
、保
護

者
な
ど
約
１
５
０
人
が
参
加
し
内
陸
線
の
旅
と
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
鑑
賞
を
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
同
校
は
、学
校
行
事
で
内
陸
線
を
利
用
す
る
こ
と

で
地
域
に
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
、校
外
観
劇
と
い

う
新
し
い
取
り
組
み
を
実
践
し
ま
し
た
。�

　
参
加
者
は
鷹
巣
駅
発
の
列
車
に
各
駅
か
ら
乗
車
し
、

車
窓
か
ら
の
景
色
や
友
達
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
角
館
駅
に
到
着
。そ
の
後
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
お
く

の
ほ
そ
道
」を
鑑
賞
し
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
演
劇
の

感
想
に
加
え「
車
窓
の
景
色
が
と
て
も
良
か
っ
た
」な

ど
内
陸
線
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。�

〜
米
内
沢
高
校
「
芸
術
鑑
賞
」

▲４両編成された内陸線の列車で角館ま
での車窓と芸術鑑賞を楽しみました

な
え
も
ん
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大
物
を
釣
り
上
げ
大
歓
声

　
市
鷹
巣
漁
業
協
同
組
合（
湊
屋
啓
二
組
合
長
）が
主

催
す
る
マ
ス
釣
り
大
会「
ト
ラ
ウ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

２
０
０
８
」が
10
月
５
日
、綴
子
地
内
の
糠
沢
川
で
開

か
れ
、子
ど
も
28
人
、大
人
10
人
が
参
加
し
、大
物
釣

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。�

　
会
場
は
、糠
沢
川
の
一
部
約
50
ｍ
ほ
ど
を
網
で
仕

切
っ
て
設
営
。こ
こ
に
約
７
０
０
匹
の
養
殖
ニ
ジ
マ

ス
、ギ
ン
ザ
ケ
、ブ
ラ
ウ
ン
ト
ラ
ウ
ト
が
放
流
さ
れ
ま

し
た
。�

　
参
加
者
た
ち
は
、ブ
ド
ウ
虫
や
ク
リ
虫
な
ど
を
エ

サ
に
川
面
に
見
え
る
魚
影
の
上
に
釣
り
糸
を
垂
ら
す

と
次
々
と
来
る
当
た
り
に
大
喜
び
。約
２
時
間
の
競

技
時
間
で
、多
い
人
で
は
30
匹
以
上
の
釣
果
と
な
り
、

満
足
そ
う
に
会
場
を
後
に
し
て
い
ま
し
た
。�

〜
ト
ラ
ウ
ト
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
２
０
０
８

〜
森
吉
山
紅
葉
観
賞
、秋
の
ゴ
ン
ド
ラ
運
行
開
始

　
森
吉
山
の
阿
仁
ゴ
ン
ド
ラ
の
営
業
が
10
月
４
日
か

ら
再
開
さ
れ
、紅
葉
期
間
中
の
10
月
26
日
ま
で
運
行

さ
れ
ま
す
。第
１
日
目
日
と
な
っ
た
４
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、こ
の
日
を
待
ち
か
ね
た
登
山
客
が
駅
舎
に

長
蛇
の
列
を
つ
く
り
次
々
と
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
り
込
み

ま
し
た
。 �

　
ゴ
ン
ド
ラ
が
頂
上
駅
舎
に
近
づ
く
に
つ
れ
、利
用

者
は
ブ
ナ
や
カ
エ
デ
、ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど
の
紅
葉
が

進
ん
で
、錦
織
り
成
す
広
大
な
森
を
眼
下
に
歓
声
を

上
げ
な
が
ら
眺
望
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 �

　
登
山
道
に
は
エ
ゾ
オ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ
が
咲
き
始
め
、

石
森
や
森
吉
山
の
山
頂
に
向
か
う
登
山
客
を
迎
え
て

い
ま
し
た
。中
腹
は
い
ま
色
づ
き
が
始
ま
り
、こ
れ
か

ら
さ
ら
に
広
大
な
紅
葉
を
満
喫
で
き
ま
す
。�

色
づ
く
森
吉
山
の
紅
葉

全
県
初
制
覇
を
報
告

〜
Ｊ
Ａ
共
済
学
童
野
球
大
会
で
優
勝
の
鷹
巣
小

　
９
月
20
日
・
21
日
の
２
日
間
、秋
田
市
雄
和
の
県
営

野
球
場
な
ど
を
会
場
に
開
か
れ
た
第
６
回
Ｊ
Ａ
共
済

学
童
野
球
大
会
で
優
勝
し
た
鷹
巣
小
学
校
野
球
チ
ー

ム（
大
久
保
喜
徳
監
督
）が
、25
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、

佐
藤
副
市
長
に
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。�

　
大
会
に
は
、県
内
か
ら
16
チ
ー
ム
が
出
場
。決
勝
で

は
再
逆
転
の
末
、羽
後
明
成
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を

下
し
、見
事
初
優
勝
を
遂
げ
ま
し
た
。�

　
報
告
に
訪
れ
た
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
ら
を
代
表
し

て
、キ
ャ
プ
テ
ン
の
鈴
木
凌
真
君
が
、「
み
な
さ
ん
の
応

援
の
お
か
げ
で
優
勝
で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」と
大
き
な
声
で
感
謝
の
こ
と
ば
を
述
べ
、「
６

年
生
最
後
の
試
合
を
飾
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

と
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。�

▲初の全県制覇を成し遂げ、佐藤副市長に
報告する鷹巣小野球チームのメンバーら

▲この日を待ちかねた登山客がゴンドラ駅
舎に長蛇の列

▲家族連れなどが大物のマス釣りに挑ん
だ「トラウトフィッシング２００８」

�

り
ょ
う
ま�
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学びの広場�
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANABI　NO　HIROBA

市長賞ほか各賞を決定�

懐かしい音色でアンサンブル�

平成20年度北秋田市花だんコンクール�

森吉公民館「リコーダーを楽しむ会」�

▼

　
今
年
も
丹
精
を
込
め
た
個
性
豊
か
な

花
だ
ん
が
審
査
員
を
喜
ば
せ
ま
し
た

▼

　
懐
か
し
い
響
き
の「
リ
コ
ー
ダ
ー
」で
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
み
ま
し
た

　北秋田市花いっ

ぱい運動推進協議

会（松岡福太郎会長）

では、９月17日、平

成20年度北秋田市

花だんコンクールの

現地審査を行いました。�

　今年度は老人クラブ、自治会、学校など14団体と家庭

の部４人が応募。当日は審査委員会（松岡誠三委員長）

の委員が現地で花だんの設計、管理、推進方法等を総合

的に審査し、各賞を決定しました。�

　審査時に立ち会った応募者は審査員から管理方法な

どについて指導を受けていました。各受賞者は次のと

おりです。なお、表彰式は10月24日に行われます。�

▽市長賞／団体の部＝大阿仁小学校／家庭の部＝松尾

フミ（栄）▽市議会議長賞／団体の部＝鷹巣南中学校／

家庭の部＝春日幸子（米内沢）▽教育長賞（団体の部）＝

堂ヶ岱老人クラブ・栄摩当婦人会▽中央公民館長賞（団

体の部）＝高村岱老人クラブ・栄婦人会・鷹巣南小学校

▽花いっぱい運動推進協議会長賞（団体の部）＝比内養

護学校たかのす分校・田中自治会・脇神悠遊クラブ▽努

力賞＝沢口老人クラブ連合会、七日市本郷自治会、糠沢

快老クラブ▽奨励賞＝糠沢子ども会・滝沢一次（脇神）・

櫻井正一（下杉）�

　森吉公民館では９月と10月、４回にわたって「リコ

ーダーを楽しむ会」を開催しました。�

　受講生は少人数ですが、子どもたちが小・中学生の

時に使用した家庭で眠っているリコーダーを利用して、

リコーダーの基本的な奏法とアンサンブルができる

よう一生懸命練習をしました。�

　初めは指の押さえ方や息の使い方に戸惑っていま

したが、基本を振り返りながら懐かしい音色を楽しん でいました。�

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室�

健
康
講
座
「
が
ん
哲
学
外
来
」�

▽
が
ん
に
な
っ
て
も
、が
ん
で
死
な
な
い
△�

▽
あ
な
た
も
バ
ル
ー
ン 

ア
ー
ト
の
達
人
に
△�

期
　
日
　
11
月
19
日（
水
）�

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
正
午�

場
　
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー�

講
　
師
　
大
川
龍
也
さ
ん�

内
　
容
　
細
長
い
風
船
を
使
っ
て
動
物
な

ど
の
作
品
を
作
り
ま
す�

参
加
費
　
千
円
程
度（
風
船
・
ポ
ン
プ
代
等
）�

定
　
員
　
15
人
　
持
ち
物
　
は
さ
み�

申
込
期
限
　
11
月
10
日（
月
）※
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す�

申
込
み
・
問
合
せ
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
　
a

72-

３
２
５
９�

日
　
時
　
10
月
19
日（
日
）午
後
２
時
〜�

場
　
所
　
阿
仁
公
民
館�

　
　
　
　（
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
）�

内
　
容
　
健
康
講
座「
が
ん
哲
学
外
来
」他�

講
　
師
　
樋
野
興
夫
氏（
順
天
堂
大
学
医

学
部
病
理
・
腫
瘍
学
教
授
）�

入
場
料
　
無
料�

問
合
せ
　
阿
仁
公
民
館 

a

82-

２
２
２
０�

楽
し
い�

ひ 

の 

お
き
お�

市花いっぱい�
運動推進協�

た
つ
や�

市長賞を受賞した大阿仁小学校の花壇市長賞を受賞した大阿仁小学校の花壇
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浜辺の歌音楽館

 

公
民
館
公
開
講
座「
先
人
に
学
ぶ
」の
第

３
回
講
座
が
９
月
29
日
、浜
辺
の
歌
音
楽

館
で
開
か
れ
、約
50
人
の
受
講
生
が「
浜
辺

の
歌
」の
作
曲
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

郷
土
の
先
人
・
成
田
為
三
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
を
聴
講
し
ま
し
た
。

　
　
　
＊
　
　
　
＊�

　
第
３
回
目
の
講
座
で
は
、「
浜
辺
の
歌
音

楽
館
の
役
割
」と
題
し
、同
音
楽
館
・
終
身

名
誉
館
長
の
後
藤
惣
一
郎
さ
ん
が
音
楽
館

を
建
設
し
た
経
緯
や
音
楽
館
の
機
能
な
ど

に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。�

　
音
楽
館
は
、旧
森
吉
町
が
郷
土
の
生
ん

だ
偉
人
・
成
田
為
三
の
顕
彰
と
音
楽
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
昭
和
63
年
に
建
設

し
た
施
設
で
、為
三
の
写
真
や
遺
品
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、『
浜
辺
の
歌
』

は
も
ち
ろ
ん
、管
弦
楽
曲『
二
つ
の
ロ
ー
マ

ン
ス
』な
ど
の
代
表
作
や
日
本
の
代
表
的

な
歌
曲
が
聴
け
る
リ
ス
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が

備
え
ら
れ
、為
三
の
業
績
を
体
系
的
に
学

べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
為
三
は
昭
和
20
年
に
亡
く
な
り
ま
す
が
、

死
後
、後
藤
さ
ん
を
中
心
に
顕
彰
活
動
が

始
ま
り
ま
す
。�

　
ふ
る
さ
と
米
内
沢
で
は
、為
三
の
愛
弟

子
で
も
あ
っ
た
国
立
音
楽
大
学
教
授
・
岡

本
敏
明
氏（
故
人
）の
協
力
に
よ
り
昭
和
32

年
か
ら
同
大
合
唱
団
の
演
奏
会
が
４
度
に

わ
た
っ
て
開
か
れ
た
ほ
か
、追
悼
演
奏
会

や
墓
前
演
奏
会
な
ど
が
20
回
以
上
に
わ
た

り
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　「
中
で
も
昭
和
55
年
９
月
に
は
約
８
０

０
人
が
参
加
し
た『
成
田
為
三
顕
彰
の
集

い
』で
墓
前
演
奏
や
記
念
切
手
発
行
、音
楽

会
、座
談
会
な
ど
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
」な

ど
と
、積
み
重
ね
た
顕
彰
活
動
を
振
り
返

り
ま
す
。�

　
こ
う
し
て『
浜
辺
の
歌
音
楽
館
建
設
』の

機
運
が
高
ま
る
中
、後
藤
さ
ん
は
昭
和
60

年
７
月
に
当
時
の
近
藤
富
治
郎
町
長
ら
と

と
も
に
、多
く
の
為
三
資
料
を
保
管
し
て

い
る
国
立
音
楽
大
学
を
訪
れ
ま
す
。音
楽

館
の
展
示
資
料
と
す
る
遺
品
等
の
提
供
を

依
頼
す
る
た
め
で
し
た
。�

　
こ
の
と
き
の
様
子
を
、「
当
初
、学
長
に

難
色
を
示
さ
れ
、近
藤
町
長
も
あ
き
ら
め

か
け
て
い
た
。し
か
し
、為
三
の
孫
弟
子
と

も
い
え
る
同
大
の
小
山
章
三
教
授
の
理
解

と
口
添
え
で
為
三
自
筆
の『
は
ま
べ
』（
浜

辺
の
歌
）を
は
じ
め
遺
作
、遺
品
の
多
く
を

譲
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
」、と
感
慨
深

く
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
結
果
、建
設
へ
の
重
要
な
基
礎
条

件
が
整
い
、町
で
は
62
年
11
月
に
音
楽
館

建
設
に
着
手
、総
工
費
３
億
９
千
万
円
あ

ま
り
を
か
け
63
年
８
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、全
国
で
初
と
な

る
博
物
館
法
に
基
づ
く『
音
楽
博
物
館
』を

目
指
し
た
こ
と
か
ら
、当
時
の
文
部
省
の

理
解
を
得
て
、同
省
の
補
助
金
も
活
用
さ

れ
ま
し
た
。�

　「
社
会
教
育
施
設
で
あ
る
音
楽
館
に
学

校
と
同
等
の
補
助
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も

画
期
的
だ
っ
た
。こ
れ
は
、音
楽
館
の
趣
旨

を
深
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、完
成
後
も

施
設
の
整
備
等
で
尽
力
い
た
だ
い
た
当
時

の
文
部
省
視
学
官
・
眞
篠
將
氏
の
指
導
、助

言
の
お
か
げ
」と
、感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、「
歌
手
や
作
曲
家
を
顕
彰
す
る
施

設
は
遺
品
等
の『
展
示
』が
中
心
で
あ
る
こ

と
が
多
い
が
、こ
の
音
楽
館
は『
聴
い
て
』

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
施
設
。ま
た
、博
物
館

法
に
も
と
づ
い
て
い
る
た
め
、こ
こ
で
学

ん
だ
学
生
は
単
位
も
取
得
で
き
る
」と
、一

般
的
な
顕
彰
施
設
と
の
違
い
を
説
明
し
て

い
ま
し
た
。�

　
最
後
に
後
藤
さ
ん
は
、「
為
三
は
師
で
あ

る
山
田
耕
筰
や
愛
弟
子
・
岡
本
敏
明
氏
に

よ
っ
て
掘
り
起
こ
さ
れ
、ま
た
孫
弟
子
と

も
い
え
る
小
山
章
三
氏
に
よ
っ
て
引
き
継

が
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。そ
し
て
そ

の
結
実
が
こ
の
浜
辺
の
歌
音
楽
館
で
あ
る

こ
と
を
ぜ
ひ
知
っ
て
ほ
し
い
」と
語
っ
て

い
ま
し
た
。�

成
田
為
三
を
学
ぶ�

『
聴
い
て
』
学
べ
る
音
楽
博
物
館
〜
浜
辺
の
歌
音
楽
館�

公
民
館
公
開
講
座
「
先
人
に
学
ぶ
」
第
３
回
　�

日
本
の
音
楽
史
を
作
っ
た
郷
土
の
先
人�

▲為三の代表曲、日本の唱歌などが聴けるリスニング

ルーム（写真中）と代表曲を紹介するプレート（下）

ま
し
の
す
す
む�

１階のリスニングルーム
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�

�

ン
ス
サ
ー
ク
ル
　
▽
生
田
流
筝
曲
米
内

沢
教
室
　
▽
健
康
太
極
拳
森
吉
友
好
会

▽
日
本
舞
踊
藤
蔭
流
あ
や
め
会
　
▽
花

柳
登
巳
洋
会
　
▽
北
秋
田
地
区
更
生
保

護
女
性
の
会
コ
ー
ラ
ス
部
　
▽
花
柳
流

真
貴
夫
貴
の
会
　
▽
戸
松
く
み
子
鷹
巣

バ
レ
エ
教
室
　
▽
鷹
巣
マ
ン
ド
リ
ン
ク

ラ
ブ
　
▽
鷹
巣
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
や

ま
び
こ
」�

■
展
示
部
門 

出
展
団
体�

【
写
真
】�

▽
北
秋
田
市
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
　
▽
カ
メ

ラ
ク
ラ
ブ
ぷ
あ
　
▽
合
川
写
真
ク
ラ
ブ

▽
も
り
よ
し
写
真
ク
ラ
ブ�

【
絵
画
】�

▽
鷹
画
会
　
▽
鷹
巣
絵
画
ク
ラ
ブ
　
　�

▽
艸
萌
会（
水
彩
）�

【
水
墨
画
・
俳
句
・
短
歌
・
書
・
篆
刻
】�

▽
水
墨
画
同
好
会
　
▽
艸
萌
会
　
▽
も

り
よ
し
墨
遊
会
　
▽
七
日
市
書
道
会
　

▽
北
泉
書
道
教
室
　
▽
清
月
会 

▽
前
田

書
道
同
好
会
　
▽
米
内
沢
清
月
会
　
▽

森
書
会
　
▽
合
川
俳
句
会 

▽
わ
ら
び
吟

社
　
▽
鳴
蛙
吟
社
　
▽
森
吉
短
歌
サ
ー

ク
ル「
彩
の
会
」　
▽
北
秋
田
市
篆
刻
同

好
会
　
▽
風
宴�

【
押
し
花
・
草
木
染
・
造
花
・
華
道
】�

▽
鷹
巣
押
し
花
サ
ー
ク
ル
　
▽
押
し
花

▽
米
内
沢
押
し
花
サ
ー
ク
ル
　
▽
草
木

染「
あ
か
ね
会
」　
▽
パ
ン
の
花
鷹
巣
教

室
　
▽
パ
ン
の
花
阿
仁
教
室
　
▽
パ
ン

の
花
森
吉
教
室 

▽
あ
じ
さ
い
グ
ル
ー
プ�

��

▽
新
日
本
舞
踊
千
川
流
鷹
巣
千
川
会
　

▽
ウ
ィ
ン
ズ
オ
カ
リ
ナ
、
筝
曲
日
本
当

道
会
松
尾
睦
子
社
中
　
▽
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
講
座
in
阿
仁
　
▽
鷹
巣
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
や
ま
び
こ
」　
▽
日
本
舞
踊

藤
陰
流
合
川
鳳
扇
会�

�【
11
月
９
日（
日
）】�

▽
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
阿
仁
　
▽
北
の
杜

音
楽
団
　
▽
藤
蔭
流
鳳
扇
会
合
川
教
室

▽
合
川
３
Ｂ
体
操
会
　
▽
健
康
太
極
拳

合
川
教
室
　
▽
童
謡
を
歌
う
会
（
合
川
）

▽
合
川
民
謡
同
好
会
　
▽
オ
リ
ジ
ナ
ル

舞
踊
　
▽
合
川
ヘ
ル
シ
ー
ク
ラ
ブ
　
▽

大
正
琴
米
内
沢
第
二
教
室
　
▽
米
内
沢

琴
有
会
　
▽
藤
蔭
流
鳳
扇
会
森
吉
教
室

▽
米
内
沢
民
謡
研
究
会
　
▽
柏
木
妙
子

民
謡
教
室
　
▽
子
供
・
大
人
リ
ズ
ム
ダ

■
演
示
部
門�

　
▽
会
場
　
北
秋
田
市
文
化
会
館�

　
▽
開
会
行
事

　
　
11
月
８
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜�

　
▽
演
示
時
間

　
　
11
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）�

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時�

�

■
出
演
団
体《
演
示
部
門
》�

【
11
月
８
日（
土
）】�

▽
日
本
舞
踊
藤
陰
流
た
か
の
す
鳳
扇
会

▽
詩
吟
た
か
の
す
吟
友
会
　
▽
大
正
琴

小
野
教
室
（
あ
す
な
ろ
、
あ
じ
さ
い
、

さ
く
ら
、
あ
す
か
）　
▽
藤
蔭
流
鳳
扇
会

阿
仁
教
室
　
▽
藤
蔭
流
日
本
舞
踊
子
ど

も
教
室
　
▽
合
川
民
舞
会
千
鳥
教
室
　

▽
公
民
館
講
座
「
リ
コ
ー
ダ
ー
を
楽
し

む
会
」　
▽
藤
島
尚
子
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

▽
歌
謡
同
好
会
　
▽（
財
）
日
本
民
謡
協

会
秋
田
鷹
巣
支
部
　
▽
高
嶺
流
舞
扇
会

　
第
３
回
北
秋
田
市
文
化
祭
が
次
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
が
演
示
と

展
示
の
２
会
場
に
分
か
れ
て
の
開
催
と

な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
多
数

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

（
内
陸
線
を
利
用
し
た
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
）�

�

■
展
示
部
門�

▽
会
場
　
合
川
体
育
館�

▽
期
間
　
11
月
８
日
（
土
）
〜
９
日
（
日
）�

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時�

　
　
　
　
（
９
日
は
午
前
４
時
ま
で
）�

▽
内
容

　
幼
稚
園
児
・
保
育
園
児
・
小
学
生
・

中
学
生
・
高
校
生
の
作
品
展
示
、
一
般
・

グ
ル
ー
プ
の
生
涯
学
習
作
品
展
示
、
市

芸
術
文
化
協
会
団
体
作
品
　�

※
お
茶
席
＝
11
月
８
日
（
土
）
／
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
／
合
川
体
育
館�

�

11
月
８
日
（
土)

・
９
日
（
日
）�

展
示
会
場
▽
合
川
体
育
館�

演
示
会
場
▽
北
秋
田
市
文
化
会
館�

第３回�

第３回北秋田市文化祭日程�

北
秋
田
市
文
化
祭

北
秋
田
市
文
化
祭�

北
秋
田
市
文
化
祭�

「
あ
き
た
教
育
の
日
」
協
賛
事
業
�
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第３回北秋田市文化祭日程�

■
協
賛
行
事�

▽
ス
ト
ー
ン
レ
ー
ク
ス
発
表
会�

　
10
月
25
日（
土
）／
午
後
７
時
〜
／
文

化
会
館
ホ
ー
ル�

▽
高
鷹
大
学「
学
園
祭
」発
表
会

　
11
月
７
日（
金
）／
午
前
９
時
30
分
〜

／
文
化
会
館�

▽
高
鷹
大
学
作
品
展
示

　
11
月
７
日（
金
）〜
10
日（
月
）／
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
８
時（
10
日
は
正
午
ま

で
）／
交
流
セ
ン
タ
ー
展
示
ホ
ー
ル�

▽
お
茶
席

　【
表
千
家
三
澤
社
中
】�

　
11
月
８
日（
土
）／
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
／
交
流
セ
ン
タ
ー�

　【
裏
千
家 

児
玉
社
中
】�

　
11
月
８
日（
土
）／
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
／
交
流
セ
ン
タ
ー�

▽
北
秋
田
市「
名
匠
の
技
」展

　
11
月
８
日（
土
）〜
９
日（
日
）／
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
／
文
化
会
館
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル�

▽
社
交
ダ
ン
ス
の
夕
べ

　
11
月
15
日（
土
）／
午
後
６
時
〜
／
中

央
公
民
館
ホ
ー
ル�

■
出
店
　
そ
ば
コ
ー
ナ
ー�

　
11
月
８
日（
土
）〜
９
日（
日
）／
午
前

11
時
〜
午
後
２
時
／
文
化
会
館
喫
茶
室�

【
手
芸
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
織
物
・
レ
ザ

ー
ク
ラ
フ
ト
】�

▽
て
ま
り
の
会
　
▽
末
広
婦
人
学
級
　

▽
あ
け
ぼ
の
婦
人
部
　
▽
シ
ル
バ
ー
人

材
手
芸
サ
ー
ク
ル
　
▽
布
ぞ
う
り
工
房

あ
み
む
め
も
　
▽
リ
メ
イ
ク
小
物
作
り

講
座
　
▽
大
堤
睦
会
　
▽
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
花
み
ず
き
　
▽
さ
く
ら
会
　
▽
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
金
木
犀
の
会
　
▽
チ
ク
チ
ク
・

キ
ル
ト
・
サ
ー
ク
ル
　
▽
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
菊
地
教
室
　
▽
阿
仁
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

▽
織
り
姫
ク
ラ
ブ
　
▽
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ

ト
同
好
会�

【
陶
芸
】�

▽
陶
芸
ひ
ま
わ
り
会
　
▽
阿
仁
陶
芸
ク

ラ
ブ
　
▽
森
吉
陶
芸
同
好
会�

【
絵
手
紙
・
押
絵
・
お
り
絵
・
切
り
絵
・

ち
ぎ
り
絵
・
ペ
ン
習
字
・
ト
ー
ル
ペ
イ

ン
ト
】

▽
絵
手
紙
工
房
　
▽
阿
仁
絵
手
紙
サ
ー

ク
ル
　
▽
絵
手
紙
の
会
　
▽
な
で
し
こ

グ
ル
ー
プ
　
▽
和
紙
の
お
り
絵
の
会
　

▽
鷹
巣
切
り
絵
同
好
会
　
▽
楽
し
い
切

り
絵
　
▽
ち
ぎ
り
絵
を
楽
し
む
会
　
▽

す
ぐ
に
役
立
つ
ボ
ー
ル
ペ
ン
講
座
　
▽

色
え
ん
ぴ
つ
ア
ー
ト
　
▽
ト
ー
ル
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
講
座
　�

【
個
人
・
学
校
ほ
か
】�

▽
金
藤
五
郎
　
▽
佐
藤
一
巳
　
▽
成
田

ミ
キ
　
▽
ま
と
び
学
園
　
▽
合
川
高
等

学
校
　
▽
大
野
台
の
里�

　�
�

たかのす

ＪＲ奥羽本線

秋田内陸線 ★

●ガソリン
　スタンド

至Ｒ７

●北都ＢＫ

交流
●センター

北
秋
田
市
文
化
会
館
�

　

�

●
理
髪
店

●
市
役
所

　
Ｊ
Ａ

●
集
荷
所

Ｒ
１
０
５
号
�

会場案内図�

展　示　部　門�

●市役所合川支所

　　　　●
合川中学校

〒�

●合川分署

至鷹巣

合川駅

★�

演　示　部　門�

合
川
体
育
館�

 7:35�
 8:30�
 9:30�
10:45�
12:45�
14:00�
15:15�
16:00�
16:50

 8:05�
 9:15�
10:25�
11:35�
13:45�
14:55�
15:40�
16:30

 7:45�
 8:40�
 9:40�
10:55�
12:55�
14:10�
15:25�
16:10�
17:00

 8:15�
 9:25�
10:35�
11:45�
13:55�
15:05�
15:50�
16:40

 7:50�
 8:44�
 9:48�
11:01�
12:56�
14:14�
15:29�
16:18�
17:06

 8:07�
 9:02�
10:05�
11:16�
13:09�
14:29�
15:46�
16:34�
17:21

 8:15�
 9:10�
10:10�
11:20�
13:15�
14:35�
15:50�
16:40�
17:25

 8:20�
 9:15�
10:15�
11:25�
13:20�
14:40�
15:55�
16:45�
17:30

 8:28�
 9:32�
10:41�
11:50�
14:01�
15:11�
16:01�
16:50

 8:44�
 9:47�
11:01�
12:07�
14:14�
15:29�
16:18�
17:06

 8:50�
 9:55�
11:05�
12:15�
14:20�
15:35�
16:25�
17:10

 8:55�
10:00�
11:10�
12:20�
14:25�
15:40�
16:30�
17:15

シャトルバス� シャトルバス�

シャトルバス�シャトルバス�

合川体育館� 合川駅�

合川体育館�合川駅�

鷹巣駅� 文化会館�

文化会館� 鷹巣駅�

内陸線�

内陸線�

合川会場（展示）⇒鷹巣会場（演示）

鷹巣会場（演示）⇒合川会場（展示）

会場間シャトルバス運行�期間：11月8日～9日�

（着）� （発）� （着）� （発）�

（着）� （発）� （着）� （発）�

ご注意�

　
今
回
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
は
、内
陸
線
で
鷹
巣
駅
〜
合
川
駅
間
を

リ
レ
ー
し
て
運
行
さ
れ
ま
す
。ご
利
用
に
は
内
陸
線
運
賃
片
道
３
６
０
円

が
必
要
に
な
り
ま
す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
内
陸
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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INFORMATION お知らせ

　
市
で
は
高
齢
者
の
感
染
症
予
防
の
た
め
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
、
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
か
か
る
費
用
の
一
部
公
費
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。�

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
医
療
機
関
に
置
い
て
あ
る
啓
発
資
料
を

よ
く
読
み
必
要
性
を
理
解
の
う
え
、
ま
た
か
か
り
つ
け
の
医
師
と
ご
相

談
の
う
え
、
接
種
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。�

�

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
？�

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
鼻
水
・
く
し
ゃ
み
・
せ
き
な
ど
の�

か
ぜ
の
諸
症
状
だ
け
で
な
く
、
高
熱
・
頭
痛
・
筋
肉
痛
な
ど�

も
ひ
き
起
こ
す
全
身
の
感
染
症
で
す
。
高
齢
者
が
感
染
す
る
と
肺
炎
等

を
併
発
し
て
重
症
化
し
た
り
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
ワ
ク
チ
ン
を
投
与
す
る
こ
と
で
体
内
に
抗
体
を
つ

く
り
ま
す
。
発
症
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
重
症
化
を

防
止
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
た
め
流
行
前
に
接
種
を
受
け
て
お
く
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。�

▼
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
と
は
？�

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
肺
炎
の
す
べ
て
を
予
防
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
回
の
接
種
で
感
染
す
る
機
会
の
多
い
肺
炎
球
菌
の

ほ
と
ん
ど
に
対
し
有
効
な
免
疫
が
で
き
ま
す
。
免
疫
持
続
期
間
は
お
よ

そ
５
年
で
そ
の
後
徐
々
に
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
生
涯
に
１
回
し

か
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
肺
炎
に
よ
る
死
亡
率
は
成
人
の
死
因
の
上
位
を

占
め
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
い
ま
だ
に
怖
い
病
気
で
す
。
特
に
心
臓
や

呼
吸
器
に
慢
性
疾
患
の
あ
る
方
、
腎
不
全
、
肝
機
能
障
害
、
糖
尿
病
の

あ
る
方
な
ど
は
肺
炎
な
ど
の
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
病
状
も
重
く
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。�

予
防
接
種
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す�

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

肺
炎
球
菌
予
防
接
種

◆高齢者インフルエンザ予防接種�

接種対象者�

①接種日において満65歳以上の方�

②60歳以上65歳未満で、心臓・じん臓または呼吸器の機能等に

身体障害者手帳１級程度の障害を有する方�

実施期間　　10月15日～平成21年１月31日�

助成金額　　1人　1，500円 （接種料金が1，500円未満の場合は

その実費額、1，500円を超えた分は自己負担です）�

申込方法　　秋田県内ほとんどの医療機関で接種を受けられます。

実施医療機関に直接予約のうえ接種を受けてください。�

◆肺炎球菌予防接種（北秋田市内の実施医療機関のみ助成の対象です）�

接種対象者　インフルエンザ予防接種の対象者と同じ（これまで

に肺炎球菌予防接種を受けたことのある方は接種できません）�

実施期間　平成21年１月31日まで�

助成金額　１人　3，000円（3，000円を超えた分は自己負担です）�

申込方法　右の市内実施医療機関へ直接予約し、接種を受けてく

ださい。�

接種時に必要なもの…健康保険証、健康手帳�
�

市内予防接種実施医療機関（順不同）

▼肺炎球菌ワクチンの接種を受けた場合、１週間以上の間隔をあければ他の
予防接種を受けることができます▼生活保護受給者は無料です▼65歳未満
の北秋田市国民健康保険加入者には別途接種料金の助成制度があります。詳
しくは医療機関窓口、保健センターへお問い合わせください�

�
北秋中央病院�
※鷹巣病院�
うえだクリニック�
児玉内科クリニック�
遠藤クリニック�
近藤医院�
佐々木産婦人科医院�
たかのす今村クリニック�
たむら内科クリニック�
津谷内科�
としま医院�
奈良医院�
藤原医院�
※毛利整形外科クリニック�
盛岡外科医院�
国民健康保険合川診療所�
疋田外科内科医院�
公立米内沢総合病院�
市立阿仁病院�
※印はインフルエンザ予防接種のみ

�
62-1455�
62-1210�
60-1055�
69-7311�
63-0515�
62-1155�
63-0105�
62-5655�
63-2700�
62-2261�
62-1267�
62-1146�
62-2882�
69-5300�
62-1101�
78-3161�
78-3338�
72-4501�
82-2351�
�

医療機関名 電話

◎お問い合わせ�
　保健センターa62-6666
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年
金
か
ら
の
お
支
払
い
に
関
す
る
お
知
ら
せ
で
す 

長
寿
医
療
制
度
・
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て�

年
金
か
ら
の
保
険
料
の
お
支
払
い
は
多
く
の
場
合
、
口
座
振
替
へ
切
り
替
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す

保
険
課
a

62-

１
１
１
７
　
ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課�

問

の登録と狂犬病予防接種のお知らせ

・一生涯に１回の登録制度です�
・生後３ヵ月以上の犬は必ず登録してください�
・登録事項（飼い主の名前、住所、犬種類、犬名前）の�
　メモをご持参ください�

登録料 3,000円犬の登録

注射料 3,070円
・ワクチンの効果は一年！�
・年１回、必ず受けなければなりません�
・愛犬手帳をご持参ください�

狂犬病予防接種

�

吉田公民館

ふるさと文化センター

阿仁合山村開発センター

荒瀬コミュニティセンター

比立内環境改善センター

中村コミニュティセンター

９:00～９:15

９:25～９:45

10:00～10:15

10:20～10:40

10:45～11:05

11:25～11:45

接種場所 接種時間地区実施日 �

吉　田�

水　無

銀　山

荒　瀬�

比立内

中　村

10
月
26
日（
日
）

�

旧西村商店前

東根田多目的集会施設前

李岱研修施設前

旧ＪＡ合川北支店前

松ヶ丘グランド

佐藤昌明宅前

上杉あいターミナル

合川支所前

９:00～９:15

９:25～９:40

９:50～10:05

10:15～10:30

10:40～10:55

11:05～11:20

11:30～11:45

11:55～12:15

接種場所 接種時間地区実施日 �

鎌　沢

東根田

李　岱

木戸石

松ケ丘

川　井

上　杉

合　川

10
月
25
日（
土
）

▼狂犬病予防法により、生後90日を越えると「犬の
登録」と「狂犬病予防注射」が義務付けられています�
▼生後３ヶ月未満の子犬や、妊娠中の犬には予防注射
を受けさせないでください�
▼犬が死亡したときや、住所や飼い主が変わったとき
は、必ず届けを出してください�
▼春に狂犬病予防注射を受けさせていない飼い主の方
は、今回必ず予防注射を受けさせてください�

合川地区－　 合川支所 市民福祉課a78-2113問 阿仁地区－　 阿仁支所 市民福祉課a82-2112問

▼
１
人
当
た
り
定
額
の
保
険
料
が
７
割
軽
減
さ
れ
て
い
た
方
で
、
８
月
ま
で
年

　
金
か
ら
お
支
払
い
頂
い
た
方
は
、
10
月
以
降
、
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。
納
付
書
等
に
よ
り
お
支
払
い
頂
い
て
い
る
方
の
保
険
料
も
、
同

　
程
度
軽
減
さ
れ
ま
す
。�

▼
保
険
料
は
、
お
支
払
い
の
手
間
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
、
原
則
と
し
て
年
金

　
か
ら
お
支
払
い
頂
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

▼
次
の
方
は
、
10
月
か
ら
、
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
に
替
わ
り
ま
す
。�

　
①
被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
方
（
納
付
書
等
に
よ
る
お
支
払
い
か

　
　
ら
、
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
に
替
わ
り
ま
す
）�

　
②
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
（
初
め
て
保
険
料
を
ご
負
担
い
た
だ

　
　
く
た
め
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
は
保
険
料
の
負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
10
月
か
ら
、
本
来
の
保
険
料
額
の
９
割
は
軽
減
さ
れ
、
１
割
の
ご
負
担
で
す
）

長
寿
医
療
制
度

▼
10
月
か
ら
、
被
保
険
者
の
方
（
世
帯
主
を
含
む
）
が
65
〜
74
歳
の
方
だ
け
の

　
世
帯
で
は
、
原
則
世
帯
主
の
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
に
替
わ
り
ま
す
。�

�

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
で
は
な
く
、
納

　
付
書
等
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。�

　
①
年
金
額
が
年
額
18
万
円
（
月
額
１
万
５
千
円
）
未
満
の
方�

　
②
介
護
保
険
の
保
険
料
と
長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
又
は
国
民
健
康
保
険
の

　
　
保
険
税
の
合
計
額
が
、
年
金
額
の
１
／
２
を
超
え
る
方�

国
民
健
康
保
険
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■公民館�
北秋田市中央公民館　　a62－1130�
【ロビー展】北秋田篆刻同好会�
▼10/17（金）～19（日）第22回鷹画会作
品展＝9:00～17:00(19日は16:00まで)
▼10/20（月）行政相談＝13:00～15:00�
▼10/21（火）無料調停相談会＝10:00
～15:00�
▼11/１（土）「トライあんぐる」＝
9:00～12:00�
合川公民館　　　　　　a78－2114�
【ロビー展】ビーズ作品展�
▼10/21（火）スポーツとレクのつど
い＝9:30～14:00�
森吉公民館　　　　　　a72－3259
【サロン展】色えんぴつアート（～28日）�
▼10/18（土）浜辺の歌音楽館開館20
周年記念講演＝10:30～12:00／第22
回もりよし合唱祭＝13:00～15:00�
▼10/29（水）成田為三、追善「墓前演
奏会」＝15:30～16:30�
阿仁公民館　　　　　　a82－2220�
【ロビー展】書道展�
▼10/18（土）～19（日）北秋田市陶芸
作陶展＝10:00～15:00�
▼10/19（日）健康講座＝13:30～
16:00�

■文化会館�
▼10/18（土）おはなしでてこい＝14：00～�
▼10/24（金）ＮＨＫ交響楽団メンバー
と日本のトップアーティスト名曲の
旅＝18:30～　500円�
▼10/25（土）第16回ストーンレーク
ス発表会＝19:00～入場無料�
▼11/１（土）第３回浜辺の歌音楽祭
＝10:00～15:00～入場無料�

■スポーツ�
▼10/18（土）スポレク「８人制バレー
ボール大会」＝鷹巣体育館�
▼10/18（土）スポレク「フェンシング
大会」＝合川体育館�
▼10/19（日）スポレク「卓球大会」＝
鷹巣体育館�
▼10/21（火）第32回スポーツとレク
のつどい＝合川体育館�
▼10/25（土）～26（日）市産業祭＝鷹
巣体育館�
▼10/25（土）～26（日）大北ミニバスケッ

トボール大会（予選）＝合川体育館�

講
師
　
秋
田
脳
血
管
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り�

受
講
料
　
無
料
　
定
員
　
２
０
０
人�

申
込
期
限
　
10
月
30
日（
木
）ま
で

　
申
込
み
　
中
央
公
民
館�

　
a

62-

１
１
３
０
　
　
62-

１
６
６
９�

■
高
齢
者
の
た
め
の
技
能
講
習
会�

　
　
　    
〜
販
売
ス
タ
ッ
フ
講
習
会�

期
間
　
11
月
５
日（
水
）〜
７
日（
金
）、

10
日（
月
）〜
11
日（
火
）の
５
日
間�

時
間
　
10
時
〜
16
時（
最
終
日
は
17
時
）�

場
所
　
市
産
業
会
館
ほ
か�

対
象
　
就
職
を
希
望
す
る
60
歳
代
前
半

を
中
心
と
し
た
高
齢
者�

内
容
　
販
売
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
講
習

や
職
場
体
験
実
習
を
し
、大
型
ス
ー
パ
ー

や
小
売
店
な
ど
へ
の
就
職
を
目
指
し
ま
す

受
講
料
　
無
料
　�

定
員
　
20
人（
先
着
順
）�

　
申
込
み
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
　 

a

62-

５
１
５
１�

��

■「
北
秋
田
市
福
祉
の
雪
事
業
」の�

　
受
託
者
を
募
集
し
ま
す

　「
福
祉
の
雪
事
業
」を
受
託
で
き
る
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。�

期
間
　
11
月
〜
21
年
３
月�

内
容
　
対
象
家
庭
の
除
排
雪
作
業�

申
込
締
切
　
11
月
20
日（
木
）ま
で�

そ
の
他
　
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
業

者
に
限
り
ま
す�

　
申
込
み
　
高
齢
者
支
援
課�

　
　
　
　
　
　
　
　     

a

62-

１
１
１
２�

■
中
央
公
民
館
公
開
講
座

期
日
　
11
月
５
日（
水
）�

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時�

演
題
　「
認
知
症
学
事
始
」�

内
容
　
物
忘
れ
、ボ
ケ
、認
知
症
を
正
し

く
理
解
し
て
、ボ
ケ
な
い
た
め
の
秘
策

を
わ
か
り
易
く
解
説
し
ま
す�

お
知
ら
せ�

問

問

問

料

�

市民プールa６２－５００１

初級水泳教室

プール教室（11月）

開催日

時　間

中級水泳教室

講習料

時　間

定　員

講習料

その他
プール受付で申込みのうえ、講習料を支払いください※印鑑
必要／講習料の他に毎回入館料が必要です（年間券・回数券
等も使えます）※一人各教室１回の無料体験ができます

上級水泳教室

各教室　月４回３，０００円　（入館料別途）

教　室

教　室

11/6、13、20、27

定　員

水中健康教室

水中運動教室

①14：00～15：00
②19：00～20：00

①14：00～15：00
②19：00～20：00 19：00～20：00 14：00～15：00

10：30～11：30

各10人 各10人 ５人 各20人

10人

開催日

ダイエット教室 シェイプアップ教室 ボディシェイプ教室

11：00～12：00 水 10：45～12：00木 13：45～15：00

10人10人 10人

各教室　月４回３，０００円　（入館料別途）

エンジョイアクア�
　　　　　教室

金 19：30～20：15
日 10：45～11：30

各15人

木曜日
11/5、12、19、26
水曜日

火 11/4、11、18、25�
金 11/7、14、21、28

金 11/７、14、21、28�
日 11/２、９、16、23

11/6、13、20、27
木曜日

11/4、11、18、25
火曜日

水 11/5、12、19、26
木 11/6、13、20、27

問
月曜～金曜 10:00～21:00�
土曜～日曜 10:00～17:30

・屋内温水プール（25ｍ、歩行用、潜水用、幼児用）

・トレーニングルーム（ランニングマシン、各種ウエイトマシン）
北秋田市民プール�

トレーニング教室（11月）プール教室（11月）

11/4、11、18、25
火曜日

11/7、14、21、28
金曜日

18：00～19：30

選手コース

５人

火 19：30～20：30
水 19：00～20：00

火 11/4、11、18、25
水 11/5、12、19、26
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�

　
　�

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座（
中
期
）�

期
日
　
10
月
24
日（
金
）�

時
間
　
18
時
〜
20
時�

対
象
　
１
月
〜
３
月
出
産
予
定
の
方
及

び
そ
の
家
族�

内
容
　
調
理
実
習
、パ
パ
妊
婦
体
験
等�

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、エ
プ
ロ
ン
、

筆
記
用
具�

申
込
締
切
　
10
月
17
日（
金
）　�

��

■
秋
田
県
警「
警
察
官
特
別
公
募
」�

採
用
区
分
　
警
察
官
Ａ（
平
成
21
年
４
月
採
用
）�

第
１
次
試
験
　
12
月
13
日（
土
）・
14
日（
日
）

の
２
日
間�

応
募
資
格
　
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

男
性
で
、大
学
卒
業
又
は
平
成
21
年
３

月
卒
業
見
込
の
方�

申
込
期
間
　
10
月
28
日（
火
）〜
11
月
21

日（
金
）�

第
２
次
試
験
　
１
月
中
旬�

最
終
合
格
発
表
　
２
月
上
旬�

　
　
北
秋
田
警
察
署
a

62-

１
２
４
５�

■
多
重
債
務
者
無
料
相
談
会�

　
県
で
は
、秋
田
弁
護
士
会
と
連
携
し
、

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。１
人
で
悩
ま
ず
、こ
の
機
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。�

期
日
　
10
月
26
日（
日
）�

時
間
　
10
時
〜
16
時�

場
所
　
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

相
談
方
法
　
弁
護
士
２
人
が
面
談
対
応�

持
ち
物
　
借
入
関
係
が
わ
か
る
書
類
等�

予
約
受
付
　
10
月
24
日（
金
）ま
で
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
は
受
付

順
に
決
定
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
ど
お

り
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

そ
の
他
　
予
約
は
月
曜
日
〜
金
曜
日
の

９
時
〜
17
時
ま
で�

　
申
込
み
　
北
秋
田
地
域
振
興
局�

　 

地
域
企
画
課 

企
画
・
県
民
生
活
班�

　
　
　
　
　
　
　
　
a

62-

１
２
５
１�

健
　
康 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

62-

６
６
６
６�

問

北
秋
田
市
「
福
祉
の
雪
事
業
」�
ど
う
し
て
も
、
雪
寄
せ
が�

困
難
な
方
を
支
援
し
ま
す

（

）

　
市
で
は
、
雪
で
困
っ
て
い
る
お
年
よ
り
や
障
害
者
の
た
め
に
、
本
年
度
も
「
福

祉
の
雪
事
業
」
を
行
い
ま
す
。�
�

○
利
用
で
き
る
方
は
次
の
方
で
す�

　
①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で
雪
よ
せ
が
困
難
な
方�

　
②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
雪
よ
せ
が
困
難
な
世
帯�

　
③
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
害
者
若
し
く
は
児
童
（
中�

　
　
学
生
ま
で
）
の
み
等
で
雪
よ
せ
が
困
難
な
世
帯�

�

○
扶
助
限
度
額
は
４
万
円
で
す�

　
▼
除
雪
作
業
料
金
の
８
割
を
扶
助
し
ま
す
。（
支
給
限
度
額
を
超
え
る
分
は
、
全

　
　
額
自
己
負
担
で
す
）�

　
▼
こ
の
事
業
は
、
作
業
費
用
の
支
給
を
行
う
も
の
で
あ
っ
て
、
建
物
管
理
を
行

　
　
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
空
き
家
や
不
在
の
家
等
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。�

�

○
福
祉
の
雪
事
業
を
利
用
す
る
手
続
き
（
昨
年
度
同
様
）�

　
①
11
月
20
日
ま
で
に
、
地
区
民
生
委
員
を
介
し
て
、
市
役
所
高
齢
者
支
援
課
ま

　
　
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
②
積
雪
時
の
出
入
口
の
雪
よ
せ
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
対
応
し
ま
す
。

　
　
屋
根
の
雪
下
ろ
し
及
び
排
雪
作
業
の
依
頼
は
、
必
要
の
都
度
、
地
区
の
社
会

　
　
福
祉
協
議
会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
作
業
を
す
る
登
録
業
者
を
紹
介
し
ま

　
　
す
。�

　
③
作
業
終
了
後
に
、
利
用
者
が
作
業
業
者
に
直
接
料
金
を
支
払
い
ま
す
。
料
金

　
　
は
作
業
量
、
時
間
で
異
な
り
ま
す
。�

　
④
作
業
業
者
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
作
業
の
終
了
が
報
告
さ
れ
ま
す
。
社

　
　
会
福
祉
協
議
会
は
市
役
所
へ
請
求
の
手
続
き
を
行
い
、
市
役
所
か
ら
、
扶
助

　
　
額
（
作
業
料
金
の
８
割
）
を
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。�

高
齢
者
支
援
課
a

62-

１
１
１
２
　
ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
　�

申
請
先�

問
合
せ

社
会
福
祉
協
議
会
a

63-

２
１
０
９
　
ま
た
は
各
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー�

問ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん

津 谷 さ き

長岐ここみ�

佐 藤 ま い �

成田かれん�

木村ゆうえ�

石田はやて

元 町 �

七日市�

根木屋敷岱�

今 泉 �

七日市�

内幸町�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん

津 谷 ま き

沢藤はやと�

簾内むゆか�

森川りおん�

千葉るきや�

岩 本 り り

元 町 �

南鷹巣

元 町 �

元 町 �

中屋敷

根木屋敷岱�

むし歯のない子（３歳児健診）�

問

【
薬
と
健
康
の
週
間
】

○
10
月
17
日（
金
）〜
23
日（
木
）
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お
知
ら
せ�

■
８
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室�

開
催
日
　
11
月
５
日（
水
）〜
12
月
10
日

（
水
）ま
で
の
毎
週
水
曜
日�

時
間
　
19
時
〜
21
時�

場
所
　
鷹
巣
体
育
館（
サ
ブ
体
育
館
）�

対
象
　
一
般
市
民（
初
心
者
大
歓
迎
）�

内
容
　
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
呼
ば
れ

て
い
た
、ビ
ニ
ー
ル
製
の
柔
ら
か
い
ボ
ー

ル
を
使
用
す
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。突

き
指
な
ど
の
心
配
も
な
く
、初
心
者
の
方

で
も
手
軽
に
参
加
で
き
ま
す�

持
ち
物
　
運
動
シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル
等�

申
込
締
切
　
10
月
31
日（
金
）ま
で�

　
申
込
み
　
鷹
巣
体
育
館�

　
　
　
　
　
　
　
　     

a

62-

３
８
０
０�

■
第
８
回
心
い
き
い
き
芸
術
・
文
化

　
祭
へ
の
出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す�

　
12
月
２
日
〜
４
日
ま
で
、県
社
会
福
祉

会
館
２
階
ホ
ー
ル
へ
展
示
さ
れ
ま
す
。�

応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
す
る
障
害
の

あ
る
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
制
作
し

た
作
品
で
、１
人
１
点
、ま
た
は
１
グ
ル
ー

プ
１
点
の
応
募
と
し
ま
す�

作
品（
規
格
）　
▼「
平
面
作
品
」＝
１
５

０
㎝
×
１
５
０
㎝
以
内
、総
重
量
10
㎏

以
内
▼「
立
体
作
品
」＝
幅
、奥
行
、高
さ

が
各
１
５
０
㎝
以
内
、総
重
量
30
㎏
以

内
▼
前
記
述
に
当
て
は
ま
ら
な
い
な
い

物
、お
お
よ
そ
１
５
０
㎝
×
１
５
０
㎝

以
内�

申
込
締
切
　
11
月
７
日（
金
）�

　
申
込
み
　
福
祉
課
　
a

62-

１
１
１
３�

�

■
奥
森
吉
で
植
樹
と
苗
木
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ�

　
〜
ブ
ナ
な
ど
の
種
を
拾
い
、植
え
、育
て
、森
吉
山
麓
の
森
作
り
に
参
加
し
よ
う�

期
日
　
10
月
26
日（
日
）�

集
合
場
所
　
四
季
美
館
駐
車
場（
バ
ス
で

奥
森
吉
へ
移
動
し
ま
す
）�

時
間
　
９
時
集
合
〜
16
時
頃
解
散�

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
家
族�

内
容
　
奥
森
吉
で
ブ
ナ
な
ど
の
植
樹
や

種
ま
き
、キ
ノ
コ
採
り（
お
昼
は
キ
ノ
コ

汁
を
食
べ
ま
す
）�

持
ち
物
　
お
に
ぎ
り
、飲
み
物
、ぼ
う
し
、

長
く
つ
、雨
具
・
着
替
え
等�

参
加
料 

無
料
　
定
員 

20
組（
先
着
順
）�

申
込
み
　
10
月
20
日（
月
）20
時
ま
で�

そ
の
他
　
こ
の
事
業
は
、秋
田
県
森
づ
く
り

県
民
提
案
事
業
の
助
成
で
行
な
わ
れ
ま
す�

　
申
込
み 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
冒
険
の
鍵
ク
ー
ン�

a

72-

３
１
６
８
　
０
５
０-

７
５
１
５-

６
１
６
３�

■
秋
田
県
立
大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

　
〜
世
界
を
目
指
す
秋
田
県
の
農
業
、土
壌
資
源
と
食
料
事
情
か
ら
考
え
る

　
秋
田
県
農
業
の
明
る
い
未
来
を
構
築

す
る
た
め
の
技
術
や
販
売
戦
略
等
に
つ

い
て
、
展
望
す
る
こ
と
を
目
的
に
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。�

日
時
　
11
月
14
日（
金
）�

時
間
　
９
時
30
分
〜
17
時
30
分�

場
所
　
県
立
大
学
秋
田
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂�

申
込
締
切
　
10
月
20
日（
月
）�

　
申
込
み
　
県
立
大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
担
当�

　
　
　 

a

０
１
８-

８
７
２-

１
５
５
７�

問

問

問

11月11日（火）より地上デジタル放送開始�

�

問

～「阿仁」、「森吉」、「森吉合川」の３中継局が開局～�

　ＮＨＫ秋田放送局、ＡＢＳ秋田放送、ＡＫＴ秋田テレビ、ＡＡＢ秋田朝日放送の４社は、本年11月

11日から、下記のとおり北秋田市の「阿仁」、「森吉」、「森吉合川」の各中継局より地上デジタル本

放送サービスを開始いたします。�

　現在、アナログ放送を受信し視聴されている皆様は、地上デジタル放送対応テレビ、またはチューナー

をご用意することで地上デジタル放送を御覧いただけます。�

　地上デジタル放送では、高精細なハイビジョン映像とＣＤ並みの高音質な音声に加え、お天気情報や

ニュース等のデータ放送、視聴者参加型番組との双方向通信機能、携帯端末で視聴可能なワンセグ放送

等、従来のアナログ放送にはないサービスをお楽しみいただけます。�

　※現在のアナログ放送は平成23年７月24日までに終了する予定です。�

地
ＤＩＧＩＴＡＬ

地
ＤＩＧＩＴＡＬ

　　 　放送局�

　  リモコン番号

阿仁局チャンネル

森吉局チャンネル

森吉合川局チャンネル

ＮＫＨ総合

①

25ch�

38ch�

47ch

ＮＫＨ教育

②

23ch�

29ch�

45ch

ＡＢＳ秋田放送

③

27ch�

36ch�

49ch

ＡＫＴ秋田テレビ

④

28ch�

37ch�

51ch

ＡＡＢ秋田朝日放送�

⑤

30ch�

31ch�

52ch

各放送局のリモコン番号とチャンネル

◎ご相談・お問い合せ
ＮＨＫ秋田放送局a018-825-8111、ＡＢＳ秋田放送a018-824-8516、ＡＫＴ秋田テレビa018-866-7100、ＡＡＢ秋田朝日放送a018-866-5111
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■
森
吉
山
ダ
ム
湖
底
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
撮
影
会�

　
〜
紅
葉
の
ダ
ム
貯
水
池
予
定
地
内
の
散
策

日
時
　
10
月
25
日（
土
）９
時
30
分
〜
15
時�

集
合
場
所
　
森
吉
山
ダ
ム
広
報
館�

参
加
資
格
　
４
時
間
ほ
ど
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
可
能
な
方
、写
真
好
き
な
方�

参
加
費
　
50
円（
傷
害
保
険
料
）　�

定
員
　
30
人（
先
着
順
）�

持
ち
物
　
昼
食
、飲
み
物
、雨
具
、カ
メ
ラ

等
、服
装
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
適
し
た
も
の�

申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

名
前
／
年
齢
／
性
別
／
住
所
／
電
話
番

号（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）を
明
記
の
上
、申
込
み�

　
申
込
み
　
〒
０
１
８-

４
３
９
４�

北
秋
田
市
米
内
沢
字
東
川
向
５
／
森
吉

山
ダ
ム
工
事
事
務
所
a

72-

５
４
３
５�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
72-

３
０
５
７�

■
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）�

　

の
控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す�

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、全
額
が
社
会

保
険
料
控
除（
非
課
税
）の
対
象
で
す
。�

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
、納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
額
を
申
告
す
る
場

合
は
、「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」の
添
付
が
必
要
で
す
。�

　
11
月
上
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら「
社

会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証

明
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、申
告
時

ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。�

○
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル�

　
　
　
a

０
５
７
０-

０
７
０-

１
１
７�

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
a

０
３-

６
７
４
８-

８
８
８
２�

■
車
両
系
建
設
機
械（
解
体
用
）運
転
技
能
講
習

期
間
　
12
月
２
日（
火
）〜
４
日（
木
）の
３
日
間�

時
間
　
９
時
〜
16
時
10
分�

場
所
　
鷹
巣
技
術
専
門
校
　
教
室
・
実
習
場�

内
容
　
車
両
系
建
設
機
械（
解
体
用
）の

走
行
、作
業
等
に
関
す
る
学
科
と
実
技�

対
象
者
　
18
歳
以
上
の
企
業
在
職
者
で
、車

両
系
建
設
機
械（
整
地
、運
搬
、積
込
み
用
及
び

掘
削
用
）運
転
技
能
講
習
修
了 

証
の
あ
る
方�

定
員
　
10
人
　�

受
講
料
　
無
料
／
テ
キ
ス
ト
定
価
１
８

０
０
円
（
送
料
別
）
※
受
講
者
側
で
準
備

申
込
締
切
　
10
月
31
日（
金
）�

　
申
込
み
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校�

　
　
　
　
　
　
　
　 

a

62-

１
６
２
６�

■「
創
業
塾（
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
塾
）」を
開
催
し
ま
す�

　
　
　
　
〜
創
業
を
目
指
す
み
な
さ
ん
へ�

期
日
　
11
月
８
日（
土
）、15
日（
土
）、24
日

（
月
）、30
日（
日
）、12
月
７
日（
日
）の
５
日
間�

時
間
　
９
時
30
分
〜
16
時
30
分�

場
所
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
松
尾
・
耕
ホ
ー
ル�

講
師
　
創
業
や
農
ビ
ジ
ネ
ス
に
定
評
あ

る
宇
治
川
一
清
氏
、鳥
巣
研
二
氏�

対
象
　
県
内
で
創
業
を
検
討
し
て
い
る

方
、地
域
の
農
産
物
を
活
か
し
た
創
業

を
検
討
し
て
い
る
方�

受
講
料
　
５
０
０
０
円
　
定
員
　
40
人�

申
込
締
切
　
10
月
31
日（
金
）�

　
申
込
み
　
県
商
工
会
連
合
会
北
部
指

導
セ
ン
タ
ー
a

67-

８
１
６
０
／
ま
た
は

北
秋
田
市
商
工
会
a

62-

１
８
５
０�

問

問 問

フリーマーケット開催�

　中心市街地の活性化と賑わいの創出を目的に、

今年最終の第４回目の軽トラック市・フリーマー

ケットを開催します。�

　新鮮な野菜やくだもの、キノコなどを用意して

みなさんをお待ちしています。来客者には景品や

ジャッパ汁のサービスなども用意しております。�

　定期的な料理講習等を行い地域料理の継承等

を行っている「ふるさと料理の会」では、地域

料理を地域内外の方々へ有料で提供する機会と

して「収穫祭」を開催します。�

　比内地鶏のきりたんぽや山菜の煮付けなどを

味わってみませんか？�

�

時　間　11時～13時30分

場　所　森吉コミュニティセンター�

内　容　地域料理の会食、会員によるもちつき

　　　　やアトラクションなど�

料　理　比内地鶏のきりたんぽ、山菜の煮つけ、

　　　　ほか９品の地域料理

参加費　１人1,500円�

定　員　80人（先着順・事前に予約が必要です）�

申込期間　11月４日（火）～７日（金）まで�

　申込み　商工観光課　a62-6639問

問

開催日　11月16日（日）�

ふるさと料理の会「収穫祭」� 軽トラック市�

　軽トラックの荷台に新鮮な野菜やくだもの、
キノコなどを積んで販売するユニークな市です�

開催日　11月２日（日）�
時間　９時～13時　　場所　鷹巣駅前商店街通り�

出店者を募集しています

申込み　北秋田市商工会　a62-1850
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お
知
ら
せ�

��

■
市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
９
月
》�

▽
慶
弔
費
６
万
５
０
０
０
円
（
５
件
）

▽
会
費
３
万
２
５
０
０
円
（
６
件
）�

▽
合
計
９
万
７
５
０
０
円
（
11
件
）�

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が

出
席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。�

■
入
札
結
果
の
公
表
《
９
月
》�

《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》�

　
村
づ
く
り
交
付
金（
農
業
集
落
排
水

単
独
事
業
）道
城
地
区
第
０
４
３
０
３

号
工
事
▽
８
９
７
７
万
５
０
０
０
円
▽

(

株)

佐
藤
庫
組
／
舗
装
復
旧
工
事（
鷹
巣

処
理
区
そ
の
１
）▽
４
１
４
７
万
５
０

０
０
円
▽
佐
藤
建
設（
株
）北
秋
田
営
業

所
／（
仮
称
）新
屋
敷
自
治
会
館
建
設
工

事
▽
９
６
６
万
円
▽(

株)

五
輪
産
業
／

平
成
20
年
度
村
づ
く
り
交
付
金（
合
川

地
区
）第
０
１
３
０
１
号
工
事
▽
７
７

５
万
９
５
０
０
円
▽(

有)

合
川
水
道
施

設
工
業
所
／
浄
化
槽
設
置
工
事（
そ
の
３
）

▽
３
１
３
万
３
２
０
０
円
▽(

有)

ヤ
マ

グ
チ
／
舗
装
復
旧
工
事（
阿
仁
合
処
理
区
）

▽
７
３
５
万
円
▽(

株)

上
杉
組
／
排
水

維
持
工
事（
市
道
根
木
屋
敷
〜
中
屋
敷
線
）

▽
３
８
７
万
４
５
０
０
円
▽(

有)

や
ま

こ
う

■
無
料
調
停
相
談�

日
時
　
10
月
21
日（
火
）　
10
時
〜
15
時�

場
所
　
中
央
公
民
館 

研
修
室�

内
容
　
金
銭
、土
地
、建
物
、交
通
事
故
、

夫
婦
、親
子
、遺
産
等
の
相
談�

相
談
員
　
大
館
調
停
協
会
・
調
停
委
員�

受
付
　
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い�

　
　
秋
田
家
庭
裁
判
所
大
館
支
部�

　
　
　
　
a

０
１
８
６-

42-

０
０
７
１�

市営住宅�

①比立内団地･･･阿仁比立内狐台13-1�
　木造平屋　３ＤＫ�
　月　額　9,100円～15,100円�
②サンコーポラスなかたい住宅�
　　　　　　　　　･･･鷹巣字東中岱51-１�
　鉄筋コンクリート造５階建　３ＤＫ�
　月　額　43,100円　共益費800円�
　その他　駐車場使用料3,000円�
　〔募集戸数〕�
　１階…１戸、３階…１戸、４階…４戸�
※今回の募集はすべて単身入居不可です
※②住宅の１階には、加齢や身体の障害等
　で階段の昇降に支障がある方の入居に限
　ります�
（家賃は入居世帯の人員、所得等により変動します）�
【敷　金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金）�
【入居資格】�
・収入基準を満たすこと�
・住宅に困窮していることが明らかなこと�
・公租公課を滞納していないこと�
・その他、窓口にて簡単な調査があります�
【申込方法】　都市計画課または各支所まで�
【募集期間】　10月17日（金）～27日（月）土日除く�
　申込み　�
　①は、阿仁支所産業建設課　a82－2114�
　②は、都市計画課　　　　a62－6641�

入居者募集�

問

秋の行政相談週間
　行政相談は、国等の行政機関の業務�

に関する苦情や要望について行政相談�

委員が相談に応じ、解決に向けたお手�

伝いをするものです。お気軽にご相談ください。�

　鷹巣　　日時　10月20日（月）　13時～15時�
　　　　　会場　中央公民館�
　　　　　行政相談員　河田弘美さん（a62-3896）�

　森吉　　日時　10月21日（火）　10時～15時�
　　　　　会場　もりよし地域福祉センター　�
　　　　　行政相談員　日景真紀子さん（a72-3093）�

　合川　　日時　10月23日（木）　10時～15時�
　　　　　会場　あいかわ地域福祉センター�
　　　　　行政相談員　金田功子さん（a78-4918）�

　阿仁　　日時　10月23日（木）　10時～15時�
　　　　　会場　大阿仁出張所�

　　　　　行政相談員　蒲　芳さん（a82-2780）�

　１万㎡（都市計画区域５千㎡）以上の大規
模な土地取引をしたときは、利用目的などの
審査を受ける届出が必要です。�
　売買等により権利を取得された場合は、契
約締結日から２週間以内に市役所へ届け出
てくださるようお願いします。�
○平成20年度土地月間標語�
「笑顔をつなごう 街づくり 未来へつなごう 土地活用」�
　　　　　　　　　総合政策課 a62-6606

　秋田県では、県内の病院で働いていただけ
る医師を探しています。ご親戚、お知り合い
でいらっしゃいましたら、ご紹介ください。�

例えば…県外の病院で勤務されている医師ま
たはその方の配偶者／定年退職された医師／
育児等で休職中の女性医師�

連絡先　県医師確保対策推進チーム a018-860-1410

働いていただける医師を探しています

大規模な土地取引には、届出が必要です

問

問

　広報きたあきた　20．10．16　�23

INFORMATION お知らせ

（診療時間 午後６：３０～９：００）

日
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

曜
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

電話番号
62－1101
69－7311
62－1455
63－0515
62－1146
62－2261
72－4501
63－0515
63－2700
62－1155
60－1055
62－2882
78－3161
78－3338
62－1146
69－7311

医 療 機 関 名
盛 岡 外 科 医 院
児玉内科クリニック
北 秋 中 央 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
奈 良 医 院
津 谷 内 科
公立米内沢総合病院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
たむら内科クリニック
近 藤 医 院
うえだクリニック
藤 原 医 院
国民健康保険合川診療所
疋田外科内科医院
奈 良 医 院
児玉内科クリニック

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。

夜間当番医（　）日程表�夜間�
診療�

人口と世帯数�

※９月30日現在住民基本台帳による

総人口　38,621人（２人増）
　男　　18,225人（４人増）
　女　　20,396人（２人減）
出　生　19人　転　入　54人
死　亡　33人　転　出　38人
世帯数  14,731世帯（16世帯減）

前月比�
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10月31日まで�

市　県　民　税　第３期�
国民健康保険税　第４期�
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●お問い合わせ：商工観光課　a62－6676

◆展示会場　合川体育館
◆演示会場　市文化会館

　会場が展示と演示の２会

場に分かれての開催となり

ますが、力作揃い作品の展示、

歌やダンスなど活気溢れる

演目が上演されます。

　多数の皆さんのご来場を

お待ちしています。

※鷹巣駅、合川駅からシャト

ルバスが運行されます。この

機会にぜひ内陸線をご利用

ください。

◆お問い合わせ：生涯学習課　a６２－６６１８

北秋田市

(土)

10 25/
(日)
26～

(土)

10 25/
(日)
26～

見直そう　生かそう　郷土の資源見直そう　生かそう　郷土の資源

●会場：鷹巣体育館・�

　　　 サブ体育館・駐車場�

　期間中は、農産物および特産品、産業全体の展示お
よび販売、郷土芸能やチェンソーアートなど多数のイ
ベントが開催されます。皆さんのご来場をお待ちして
おります。

(土)

11 8/
(日)

9～
(土)

11 8/
(日)

9～

●イベントスケジュール�

25日 10:30～ オープニングセレモニー�

　　  11:00～ 郷土芸能 鷹巣ばやし�

　　  13:00～ 地元民謡ショー�

　　　　　　　金沢恵美子ショー�

26日 11:00～ 生演奏　レネ クルーズ�

　　  13:00～ お笑い親子漫才�

　　　　　　　梅乃つぼみ・ハッパ�

　　　　　　　歌謡ショー　桂 ゆり�

※上記のほかにもたくさんのイベントが予定されています。�

　詳しくは広報と一緒に配布されているチラシをご覧ください。�

※14～15ページで作品の展示場所や演示の予定を詳しく

　紹介しておりますので合わせてご覧ください。

(金)

10 24/
(金)

10 24/

三井住友海上文化財団派遣コンサート

名曲の旅名曲の旅ＮＨＫ交響楽団メンバーと

日本のトップアーティスト

■会　場：北秋田市文化会館
■開　演：１８：３０（開場：１８：００）
■入場料：一律５００円（全席自由・小学生以上） 
※未就学児の同伴・入場はご遠慮ください。※このコンサートは三井住友
海上文化財団の助成により低料金に設定しています。

■プレイガイド：日活書店・北秋協販・福助堂・文化会館・
　ひまわりの家・森吉コミュニティセンター・阿仁公民館・
　合川公民館・中央公民館

■お問い合わせ：北秋田市文化会館　a６２－３３１１

テノール
五郎部 俊朗

ピアノ
三木 香代

お話とヴァイオリン
永峰 高志

フルート
菅原 潤

第３回

第３回 産業祭�産業祭 �

文化祭�文 化 祭 �北秋田市

鷹巣中央保育園　　鷹巣東保育園

浦田保育園　　　　はまべのうたキッズ

鷹巣小学校　　　　鷹巣西小学校

米内沢小学校　　　浦田小学校

前田小学校　　　　合川東小学校

浜辺の歌音楽館少年少女合唱団

鷹巣中学校　　　　鷹巣南中学校

合川中学校　　　　レディース・コリーナ

る・それいゆ　　　コールもりよし

鷹巣混声合唱団　　秋田声楽研究会合唱団

Ｍ・Ｍ・Ｃ　　　　　あかしや合唱団

参加団体




